
令和４年度実施事業及び令和５年度新規事業
内閣府

令和５年度 令和６年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

政策名：１．公文書管理

施策名：１．公文書管理の適正な実施

001
国立公文書館の展示・運営の在り方等に関す
る調査検討経費

平成20年度 終了予定なし 15 15 8 

調査研究はアウトカム指標の設定や管理に
はなじまないので、アウトカムの設定が困
難であるとする担当部局の主張は妥当性が
ある。

現状通り
外部有識者の所見の確認を行い、効果的･効率
的な事業の実施に努めることとし、効率的に
執行した実績を概算要求に反映させること。

49 52 3 - 現状通り

平成29年度には基本計画、令和元年度には基本
設計を策定する等、所要の準備を着実に進めて
きたところであるが、令和２年度は、建設予定
地に埋蔵文化財が発見され、これにより新たな
国立公文書館の完成が遅れる見込みとなり、開
館に向けたスケジュールの修正、関係各所との
調整や諸課題の整理を行ったため、結果とし
て、執行率が低くなった。
令和３年度は、５月に実施設計が取りまとま
り、これによりハード面の検討に区切りがつい
たため、７月に外部有識者からなる「魅力ある
新国立公文書館の展示・運営の在り方に関する
検討会」を立ち上げ、ソフト面（展示・運営）
の検討を進めるべく、検討会を３回実施した。
令和４年度は、検討会における議論を進めるた
め、有識者ヒアリングや類似施設調査・視察等
を実施した。
令和５年度は、展示基本構想、展示基本計画の
策定等に必要な情報収集・海外の類似施設調
査・視察等を行うこととし、委託調査を実施し
ている。
令和６年度は、運営面での強化や展示基本設計
の策定等に必要な情報収集・類似施設調査等を
行うこととし、今次概算要求に所要の予算を計
上した。
検討会では今後も議論を行い、展示基本設計(令
和６年度)、展示実施設計(令和７年度)を策定す
る予定である。
新館建設に向けての検討の状況について、一層
丁寧な説明に努めるとともに、適切な予算執行
を行ってまいる所存。

大臣官房
公文書管理課

一般会計
（項）公文書等管理政策費（大
事項）公文書等管理政策に必要
な経費

府 21 - 0001 - 書面点検 その他 令和3年度 ○

- 

政策名：２．政府広報

施策名：２．政府広報の戦略的な展開

002 戦略的広報経費（国内） 平成25年度 令和5年度 3,069 6,318 6,323 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努め
ることとし、効率的に執行した実績を概算要
求等に反映させること。

- - - - 現状通り

引き続き、広報の実施に当たっては、訴
求内容や訴求対象等を踏まえ、適切な媒
体を選定するとともに、広報実施後は反
応把握等の調査・分析を行い、実施結果
の評価とその後の広報戦略の立案にいか
すよう努める。

大臣官房
政府広報室

一般会計
項）政府広報費（大事項）政府

広報の実施等に必要な経費 府 21 - 0006 - - 令和元年度

003 戦略的広報経費（国際） 平成25年度 令和5年度 350 129 123 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努め
ることとし、効率的に執行した実績を概算要
求等に反映させること。

- - - - 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施に
努めるとともに、効率的に執行した実績
を今後の事業に反映させるよう努める。

大臣官房
政府広報室

一般会計
項）政府広報費（大事項）政府

広報の実施等に必要な経費 府 21 - 0007 - - 令和元年度

004 国際広報経費 平成26年度 終了予定なし 3,309 3,309 3,252 点検対象外 現状通り

引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努め
ることとし、効率的に執行した実績を概算要
求に反映させること。
また、調達に当たって、一般競争入札を行っ
ているものの、一者応札となっているものが
複数見られることから、仕様書の見直しなど
により一層、競争性の確保に努めること。

3,190 3,557 367 - 現状通り

引き続き、効果的・効率的な事業の実施
に努めるとともに、効率的に執行した実
績を今後の事業に反映させるよう努め
る。
また、一般競争入札において仕様書の見
直しや公告期間の十分な確保等を行うこ
とにより、より一層の競争性の確保に努
める。

重要政策推進枠:649
大臣官房
政府広報室

一般会計
項）政府広報費（大事項）政府

広報の実施等に必要な経費 府 21 - 0008 - - 令和2年度

005 世論調査等経費 昭和22年度 終了予定なし 173 173 90 

 調査件数を指標としているが、回収率に
ついては触れられていない。回収率が、調
査の質や精度に必ずしも影響するとは言え
ないが、回収率の改善等、調査手法や分析
手法の見直しも必要ではないか。

事業内容の一部
改善

外部有識者の所見を踏まえ、回収率の改善
等、調査手法や分析手法の見直しの検討を行
うこと。

172 170 ▲2 - 現状通り

・引き続き、実施した世論調査結果の活
用状況を把握しつつ、PDCAサイクルを実
施し、予算の効率的な執行に努めること
とする。
・過去に蓄積された知見に加え、引き続
き調査・検討を行うことにより、最適な
調査方法を検討していく。

大臣官房
政府広報室

一般会計
項）政府広報費（大事項）政府

広報の実施等に必要な経費 府 21 - 0009 - 書面点検 その他 平成30年度 　

006 国内広報経費 昭和24年度 終了予定なし 4,589 4,589 4,598 

 目標値はおおむね達成しているが、ター
ゲットユーザーの設定、費用対効果といっ
た観点からも広告媒体の選定に対する評価
を行ってもいいのではないか。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえながら、引き続
き、一者応札となっている業務について、仕
様書の見直しなどにより、一層の競争性確保
に努めること。

4,544 5,759 1,215 - 現状通り

引き続き、広報の実施に当たっては、訴
求内容や訴求対象等を踏まえ、適切な媒
体を選定するとともに、広報実施後は反
応把握等の調査・分析を行い、実施結果
の評価とその後の広報戦略の立案にいか
すよう努める。また、所見を踏まえ、仕
様書の見直し等により、一層の競争性確
保に努める。

R4年度新規事業
重要政策推進枠:1,724

大臣官房
政府広報室

一般会計
項）政府広報費（大事項）政府

広報の実施等に必要な経費 府
新
22

- 0001 - 府 21 - 0002 - 府 21 - 0003 - 府21-0004 書面点検 前年度新規

- 

政策名：３．アイヌ施策
施策名：３．アイヌ施策の推進

007 アイヌ政策推進交付金 令和元年度 終了予定なし 2,393 2,508 2,460 

 「アイヌ文化に触れるべくそのような機
会を得られる場所を訪れたい」という気持
ちを国内に広く起こさせる事業内容ではな
いように見受けられるため、全国的なアイ
ヌ文化への理解という長期アウトカムは、
事業内容や短期アウトカムと方向性が一致
していないように思われる

現状通り

引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努め
ることとし、効率的に執行した実績を概算要
求に反映させること。また、外部有識者の所
見に関し、長期アウトカムと事業内容や短期
アウトカムの関係性が適切であるか検討する
こと。

2,003 2,343 340 - 現状通り

現時点では交付金の活用がほぼ道内市町
村に限られているが、本交付金は全国を
対象としており北海道以外の自治体への
拡大を図っているほか、道内市町村でも
他府県での普及事業などを実施してお
り、全国の理解度を長期アウトカムとす
ることとする

重要政策推進枠：541
大臣官房
アイヌ施策推進室

一般会計
（項）アイヌ政策推進費
（大事項）アイヌ政策の推進に
必要な経費

府 21 - 0010 - 書面点検 最終実施年度 令和2年度 ○

- 

政策名：４．経済財政施策
施策名：４．経済財政に関する施策の推進

008 政府調達苦情処理の推進に必要な経費 平成8年度 終了予定なし 2 2 - 

 苦情申立てに関する相談件数は、極小化
すべきものであるところ、これ自体アウト
カムとして捉えうるのではないか。また、
申立てが行われた場合に所定の期日内に対
応するというのは重要な行政活動上の取組
目標であることから、指標の候補となりう
るのではないか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえて、アウトカム設
定を適宜見直すこと。

2 2 0 － 現状通り

①苦情申立てに関する相談件数について
は、事業者や地方自治体からの苦情処理
体制や苦情処理プロセスに関する問い合
わせなども含まれていること
②申立が行われた場合の手続について
は、処理日数を含め、「政府調達に関す
る苦情の処理手続（平成７年12月14日政
府調達苦情処理推進会議決定）」で定め
られていること
から、「苦情申立てに関する相談件数」
や「期日内に処理すること」を指標とす
ることは適当ではなく、成果目標は現状
通りとする。

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 - 0011 - - 令和4年度

009 対日直接投資の促進に必要な経費 平成13年度 終了予定なし 2 2 1 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

2 2 ▲0 － 現状通り
所見を踏まえ、事業の適切な進捗管理、
効果的かつ効率的な予算執行に努める。

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0012 - 令和2年度

010 道州制特区の推進に必要な経費 平成18年度 終了予定なし 1 1 0 

 本事業は特定のフォローアップ調査を行
うものであり、それ以上の指標を掲記する
ことはできないとする担当部局の主張は妥
当である。

現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

1 1 - － 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算
の効果的かつ効率的な予算執行に努め
る。

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0013 書面点検 その他 令和2年度

011 民間資金等活用事業調査等に必要な経費 平成13年度 終了予定なし 313 289 262 

 アウトプット①は「地方公共団体に対す
る支援等の実施数」とあるが、この中には
案件形成支援、地域プラットフォーム形成
支援、専門家派遣が含まれているようだ
が、その旨を明記することはできないか。
他方、短期アウトカム①－1のR6の目標値
は334団体だが、これは検討予定団数で
あって事業着手団体数ではなく、検討団体
数の伸び率からいえばR6の目標値の334団
体という数字は過大なのではないか。こう
したなか、長期アウトカム①-3はR6年で30
兆円が目標とされているが、これは達成可
能な目標値であるのだろうか。

事業内容の一部
改善

外部有識者の所見を踏まえて、アウトプット
の記載改善を検討すること。また短期・長期
アウトカムの達成可能性を検証し、（適宜、
目標値の見直しも含め）効果的・効率的な事
業の実施に努めること。

174 180 6 － 現状通り

アウトプット①の活動指標である「地方
公共団体に対する支援等の実施数」につ
いて、どういった内容の支援の実施数か
を明確化するため「地方公共団体に対す
る優先的検討運用支援の実施数」に修正
した。アウトプット②の活動指標につい
ても同様の観点で「地方公共団体に対す
る地域プラットフォーム形成支援の実施
数」に修正した。
短期アウトカム①-1の目標値334団体につ
いては、「新経済・財政再生計画改革工
程表2022」において既に定められた目標
値であるが、地方公共団体に対する追加
支援を実施し、優先的検討規程運用支援
のさらなる推進を図ることで、目標が達
成されるよう努めたい。

政策統括官（経済
社会システム担
当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0014 書面点検 最終実施年度 令和4年度 ○ ○

012 市民活動の促進に必要な経費 平成10年度 終了予定なし 18 18 16 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、引き続き参入可能
な事業者の事前調査及び参入要件の緩和を検
討するなど、一者応札の是正に努めること。

16 16 0 － 現状通り

ご指摘を踏まえ、先述の「改善の方向
性」で記載の通り、引き続き多くの事業
者に参加いただけるよう創意工夫に努め
てまいる。

政策統括官（経済
社会システム担
当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0015 - 令和元年度 ○

013 休眠預金等活用に関する調査等に必要な経費 平成29年度 終了予定なし 44 18 12 

 執行残の理由は明記した方がよいのでは
ないか（入札の成果か）。また、短期アウ
トカム①－1は「審議会の回数」となって
いるが、これだけでは休眠預金の調査の内
容とどのような関係にあるのか不明なの
で、理由等について丁寧に説明していただ
いた方がよいのではないか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえて、執行残の理由
及び休眠預金調査（審議会）の内容について
も丁寧に記載・説明すること。

16 16 0 － 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算
の効果的かつ効率的な予算執行に努め
る。

政策統括官（経済
社会システム担
当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0016 書面点検 その他 平成30年度 ○

014 国内の経済動向調査等に必要な経費 平成12年度 終了予定なし 50 50 52 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

52 57 5 － 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算
の効果的かつ効率的な予算執行に努め
る。

政策統括官（経済
財政分析担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0017 - 令和元年度
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015 国内の経済動向に係る産業及び地域経済の調
査等に必要な経費

平成12年度 終了予定なし 148 148 138 

 ホームページのアクセス件数が重要な指
標ならば増減の理由の分析について説明的
であった方がよい。理由が不明ならば目標
を掲げて管理することに不向きな指標とい
うことになる。公表時期が原因ならば公表
時期を工夫する必要があるということにな
る。公表時期は変えられないのならば、や
はり目標管理には向かないということなの
かもしれない。指標の見方や考え方を説明
する必要があると思われる。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえて、指標の設定方
法（増減要因の分析可否等）について適宜検
討すること。

152 171 19 － 現状通り
外部有識者の所見を踏まえて、指標の設
定方法（増減要因の分析可否等）につい
て適宜検討する。

政策統括官（経済
財政分析担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0018 書面点検 その他 平成30年度

016 海外の経済動向調査等に必要な経費 平成12年度 終了予定なし 21 21 20 点検対象外 現状通り
事業の効果について適切に検証するととも
に、引き続き事業の適切な進捗管理、予算の
効果的かつ効率的な予算執行に努めること。

22 24 2 － 現状通り

事業の効果について適切に検証するとと
もに、引き続き事業の適切な進捗管理、
予算の効果的かつ効率的な予算執行に努
める。

政策統括官（経済
財政分析担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0019 - 令和3年度

政策名：５．地方創生
施策名：地方創生に関する施策の推進

017 地方創生に向けたＳＤＧｓ推進事業 平成30年度 終了予定なし 525 516 356  点検対象外 現状通り

所期の成果目標の達成に向けて順調に推移し
ていることが確認できた。各アクティビティ
から長期アウトカムに至るまでの波及経路に
ついては、引き続きより一層の検証に努める
こととし、また、執行実績を適切に概算要求
に反映させること。

425 645 220 - 現状通り

政策効果の各アクティビティから長期ア
ウトカムに至るまでの波及経路について
は、引き続きより一層の検証に努める。
また、執行実績を適切に概算要求に反映
させた。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0020 - 令和4年度 ○ ○

018
地方創生リーダー人材の育成・普及事業に必
要な経費

平成27年度 終了予定なし 3,135 2,435 1,736 

 アクティビティ①について、すでに目標
値を超えているのに目標はこのままでよい
のか。数として達成しているのであるなら
質やその成果に目を向けてもよいのではな
いか。アクティビティ②③の長期アウトカ
ムは各年度の目標は設定不要なのか再考さ
れたい。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、定量的なアウト
カムの目標値の見直しを図るなど、本レ
ビューシートにおける説明内容の更なるブ
ラッシュアップを検討すること。また、近年
の執行実績を概算要求に適切に反映させるこ
と。

285 520 235 - 現状通り

・アクティビティ①は、外部有識者の所
見を踏まえ、定量的なアウトカムの目標
値の見直しを図る。また、概算要求には
近年の執行実績を適切に反映させる予
定。
・アクティビティ②の長期アウトカムに
ついて、プロフェッショナル人材事業は
令和９年度までの５か年を、各道府県に
おける本事業の自立化に向けた準備期間
とし、この期間内に各道府県で自立化に
向けた取組を進めることとしている。
令和10年度に「全ての道府県の円滑な自
立化」を実現するためには、各年度毎に
自立化した道府県数の目標を設定するの
ではなく、令和９年度までの５年間を道
府県の実情に応じた自立化のための準備
期間として有効活用させることが適当で
ある。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0021 書面点検 最終実施年度 令和4年度 ○ ○

019 地方版総合戦略の推進に必要な経費 平成27年度 終了予定なし 98 98 89  点検対象外 現状通り

所期の成果目標の達成に向けて、引き続き事
業の進捗状況を的確に把握しながら、事業の
有効性及び効率性について、より一層の検証
に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

98 124 27 - 現状通り

デジタル田園都市国家構想の実現に向け
て、国民的な機運醸成と優良事例の横展
開を図るとともに、所見を踏まえた効率
的な予算執行を心掛ける。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0022 - 令和3年度 ○

020 高校生の地域留学の推進のための高校魅力化
支援事業

平成30年度 終了予定なし 154 154 108  点検対象外 現状通り

引き続き事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、事業の有効性、効率性及び成果実績につ
いて、より一層の検証に努め、予算の効率的
な執行を行うこと。また、近年の執行実績を
概算要求に適切に反映させること。

145 145 0 - 現状通り

引き続き、事業の有効性、効率性及び成
果実績について、適切かつ的確に研修し
つつ、予算の効率的な執行に努めて参り
たい。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0023 - 令和元年度 ○

021 地域の担い手展開推進事業 平成30年度 終了予定なし 38 38 34 

 調査を行う事業で定量的なアウトカムを
設定しにくいことは理解するが、調査結果
をどのように活用したのか等、定性的なア
ウトカムをより具体的に記述すべき。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、定性的なアウト
カムの記載内容の具体化を図るなど、本レ
ビューシートにおける説明内容の更なるブ
ラッシュアップを検討すること。

20 20 - - 現状通り

所見を踏まえ、定性的なアウトカムにつ
いて、より具体的な記述を追加した。ま
た、令和５年度の執行見込みを勘案し、
概算要求を行っている。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0024 書面点検 その他 令和2年度 ○

022 地方創生インターンシップ推進事業 令和元年度 令和4年度 17 17 15  点検対象外 終了予定

予定どおり終了すべきと思料する。各アウト
カムの達成状況が低調であるように見受けら
れるため、要因分析に努めた上、今後、類似
事業を実施しようとする際には、本事業で得
られた知見やノウハウを最大限生かし、より
効率的・効果的な事業の実施に努めること。

- - - - 予定通り終了

本事業で制作した研修会動画等をウェブ
サイトに掲載し引き続き情報提供を行う
とともに、類似事業を実施する際には、
より効果的・効率的に実施できるよう努
める。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0025 - 令和3年度 ○

023
地方へのサテライトキャンパス設置等に関す
るマッチング支援事業

令和2年度 終了予定なし 15 15 15  点検対象外 現状通り
事業の有効性、効率性及び成果実績につい
て、より一層の検証に努め、予算の効率的な
執行を行うこと。

15 20 5 - 現状通り

引き続き、事業の有効性、効率性及び成
果実績について、適切かつ的確に検証し
つつ、予算の効率的な執行に努めて参り
たい。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0026 - 令和3年度 ○ ○

024 関係人口創出・拡大のための対流促進事業 令和2年度 終了予定なし 199 199 191  点検対象外 現状通り

所期の成果目標の達成に向けて、引き続き事
業の進捗状況を的確に把握しながら、事業の
有効性及び効率性について、より一層の検証
に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

78 100 22 - 現状通り

事業者が効率的・効果的に事業を遂行で
きるように過年度事業の成果実績を踏ま
え、事業の有効性及び効率性についてよ
り一層の検証に努めるとともに、執行管
理や進捗状況管理を徹底する。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0028 - 令和3年度 ○ ○

025 地方創生テレワーク推進事業 令和2年度 終了予定なし 120 351 222  点検対象外 現状通り

昨年度の外部有識者の所見において指摘の
あった一者応札の状態について、一定程度是
正されていることを確認できた。引き続き事
業の有効性、効率性及び成果実績について、
より一層の検証に努め、予算の効率的な執行
を行うこと。

120 120 0 - 現状通り

所見を踏まえ、引き続き、予算の効率的
な執行に努める。また、令和５年度の執
行見込みを勘案し、概算要求を行ってい
る。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0029 - 令和4年度 ○

026 地方創生テレワーク推進交付金 令和2年度 令和4年度 - 577 530  点検対象外 終了予定

予定どおり終了すべきと思料する。後継であ
るデジタル田園都市国家構想交付金デジタル
実装タイプ（地方創生テレワーク型）の運用
に当たっては、本事業で得られた知見やノウ
ハウを最大限生かし、より効率的・効果的な
交付金事業の実施に努めること。

- - - - 予定通り終了

令和4年度をもって事業終了済であるが、
後継であるデジタル田園都市国家構想交
付金デジタル実装タイプ（地方創生テレ
ワーク型）の運用に当たっては、本事業
で得られた知見やノウハウを最大限生か
し、より効率的・効果的な交付金事業の
実施に努める。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0030 - 令和4年度 ○

027
デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル
実装タイプ）＜（旧）デジタル田園都市国家
構想推進交付金＞

令和3年度 終了予定なし 40,000 19,609 17,673 

 現時点は「内容はともかく裾野を広げる
ことが重要」というフェーズなのだろうと
思料するが、将来的には自治体のKPIの達
成やデジタル実装の数だけではなく、その
質も検証すべきと考える。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、別途実施する効
果検証事業等によって、地方公共団体の実施
するデジタル実装事業の質的側面についても
検証することを検討されたい。

- 20,000 20,000 - 現状通り

デジタル田園都市国家構想交付金（デジ
タル実装タイプ）については、交付対象
事業の完了後に実績報告の提出を求めて
いるとともに、事業の取組状況やKPIの進
捗状況等についても一定の時期に報告を
求めることとしている。また、フォロー
アップ事業により、その効果を検証する
ことで予算の効率的・効果的な執行とな
るよう努める。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府 21 0031 書面点検 前年度新規 ○

028
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金効果促進事業

令和2年度 令和6年度 60 60 53  点検対象外 現状通り

本事業は、極めて巨額の国費が投入されてい
る新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金を対象とした効果促進事業であるた
め、その重要性を鑑み、引き続き当該交付金
事業についてより一層の検証に努めること。

- 50 50 - 現状通り

当該交付金事業についてより一層の検証
を行うため、令和６年度予算の概算要求
においても、引き続き効果促進事業を計
上していく。

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費
（大事項）地方創生の支援に必
要な経費

府 21 0032 - 最終実施年度 令和4年度 ○

029 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金

令和2年度 令和5年度 750,000 6,457,486 3,798,190  点検対象外 終了予定

極めて巨額の国費が投入されている事業であ
ることから、引き続き、別途実施している効
果促進事業等において、事業の有効性、効率
性及び成果実績について、将来の危機対応に
生かすことも見据えて多角的に検証するこ
と。

- - - - 予定通り終了

本年度も別途の効果促進事業等において
本事業の検証を実施するとともに、事業
の効果・効率性及び成果実績について、
将来の危機対応に生かすことも見据えて
多角的に検証するために、令和６年度予
算の概算要求において、効果促進事業を
計上していく。

【予備費】
800,000百万円（令和
４年４月28日閣議決
定）
400,000百万円（令和
４年９月20日閣議決
定）
1,200,000百万円（令
和５年３月28日閣議決
定）

地方創生推進室 一般会計

（項）新型コロナウイルス感染
症対応地方創生推進費（大事
項）新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金に必要
な経費

府 21 0033 - 令和3年度 ○

030 国家戦略特区の推進に必要な経費 平成26年度 終了予定なし 74 74 61  点検対象外 現状通り

事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性、効率性及び成果実績について、よ
り一層の検証に努め、予算の効率的な執行を
行うこと。また、一者応札となっている要因
を的確に分析して改善策を講じられたい。

79 78 ▲2 - 現状通り

引き続き、予算執行管理を徹底するとと
もに、事業者の事前調査等を行うことに
より、一者応札の状況の改善に努める。
また、本政策の広報は、制度に対する国
民の理解向上につながるとともに、制度
を利用する自治体や民間事業者にとって
有意義なものであるため、より効果的な
事業になるよう工夫に努める。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費

府 21 0034 - 令和2年度 ○ ○

031 中心市街地活性化の推進に必要な経費 平成19年度 終了予定なし 19 22 21  点検対象外 現状通り

令和３年度までの長期アウトカムの達成状況
が低調であるように見受けられるため、その
要因分析に努めた上、所期の成果目標の達成
に向けて、引き続き事業の進捗状況を的確に
把握しながら、事業の有効性及び効率性につ
いて、より一層の検証に努め、予算の効率的
な執行を行うこと。

23 46 23 - 現状通り
引き続き成果実績等の向上に努めるとと
もに、事業の進捗状況を的確に把握しつ
つ、予算の効率的な執行を行っていく。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費

府 21 0035 - 令和3年度 ○

032 構造改革特別区域計画の認定等に必要な経費 平成14年度 終了予定なし 5 5 2  点検対象外 現状通り

事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性、効率性及び成果実績について、よ
り一層の検証に努めること。また、近年の執
行率が低調であることを踏まえて、予算要求
額の見直しを検討すること。

21 3 ▲17 ▲0 縮減
近年の予算の執行状況を鑑み、旅費・庁
費に関して概算予算要求額の見直しを
行った。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費

府 21 - 0036 - - 令和3年度

033 地域再生の推進に必要な経費 平成17年度 終了予定なし 265 274 226  点検対象外 現状通り

事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性、効率性及び成果実績について、よ
り一層の検証に努め、予算の効率的な執行を
行うこと。また、一者応札となっている要因
を的確に分析して改善策を講じられたい。

262 299 37 - 現状通り

事業の進捗状況を的確に把握し、本制度
が有効に活用されるよう、利用促進に取
り組むとともに、予算の効率的な執行に
努めたい。また、一者応札となっている
要因については市場価格調査及び委託業
務の周知が十分に行えていなかったこと
が考えられ、それらの改善を図るととも
に調査内容及び調査項目の精査を行うこ
ととしたい。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費

府 21 - 0037 - - 令和2年度 ○ ○



令和５年度 令和６年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

外部有識者の所見 備　考

反映状況

執行額
会計区分

１つ目

行政事業レビュー推進チームの所見

２つ目

令和５年度外部有識
者点検対象

令和５年度外部有識
者点検対象とした理

由

直近の外部有識者点
検実施年度

３つ目

基金
所見の概要 反映内容

委託
調査

補助
金等

令和４年度レビューシート番号
事業
番号

事　　業　　名 令和４年度
補正後予算額

令和４年度

反映額
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年度
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(予定)年度

担当部局庁
評価結果

執行
可能額

差引き
政策 施策 項・事項

034
地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）普
及促進事業

平成29年度 終了予定なし 43 43 34 

 これは普及促進事業なので、内容はとも
かく数が増えることを評価するのだと解釈
しているが、どのような成果が得られたか
はいずれ検証すべき。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえて、事業の進捗状
況を的確に把握しながら、事業の有効性、効
率性及び成果実績について、より一層の検証
に努めること。

43 48 5 － 現状通り

企業版ふるさと納税の活用を通じて、町
内の宇宙関連産業に若者が就職・移住す
ることで人口減に歯止めがかかり始めて
いる団体が出てくるなど、各地で成果が
現れてきており、地方創生に向けた取組
が着実に進められていると考える。所見
を踏まえ、各地方公共団体において事業
の有効性や効率性等に配慮しつつ事業を
実施するよう、制度内容や活用事例等に
係る広報・研修会等を通じて周知してい
く。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費

府 21 - 0038 - 書面点検 その他 平成30年度 ○

035 総合特区計画に基づく支援措置等に必要な経
費

平成23年度 終了予定なし 421 420 236  点検対象外 現状通り

事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性、効率性及び成果実績について、よ
り一層の検証に努めること。また、近年の執
行率が低調であることを踏まえて、予算要求
額の見直しを検討すること。

398 352 ▲46 - 執行等改善

本事業の有効性・効率性・成果につい
て、引き続きフォローアップを行い実態
を把握するとともに、これまでの執行実
績等（例えば、利子補給金は、2回目以上
の利用や特区計画の目標を達成した特区
における利用について利子補給額を減額
調整するなど、予算の効率的な使用にも
努めている）も踏まえて予算要求を行っ
た。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費

府 21 - 0039 - - 令和2年度 ○

036 総合特区の推進調整に必要な経費 平成23年度 終了予定なし 5 5 -  点検対象外
事業内容の一部

改善

財政支援に至らなかった要因の一層のフォ
ローアップを図り、弾力的な予算の執行に努
めること。また、近年の執行実績が皆無であ
る点を踏まえて、予算要求額の見直しを検討
すること。

4 4 - - 執行等改善

所見のとおり、地域からの財政支援要望
に関わる事業の熟度の観点においては、
国と地方の協議会を介して改善してい
く。本事業の有効性・効率性・成果につ
いて、引き続きフォローアップを行い実
態を把握するとともに、これまでの執行
実績等も踏まえて予算要求を行った。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）総合特区推進調整費（大
事項）総合特区の推進調整に必
要な経費

府 21 - 0040 - - 令和2年度

037 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生
推進タイプ）＜（旧）地方創生推進交付金＞

平成28年度 終了予定なし 53,233 61,787 53,336  点検対象外 現状通り

令和４年度第２次補正予算から新たに「デジ
タル田園都市国家構想交付金」として位置付
けられた本事業であるが、引き続き、昨年度
の公開プロセスにおける指摘を踏まえて、事
業効果の検証とＫＰＩの再検討、情報開示、
事業実施に際しての規律付けといった課題に
ついて、更なる改善の方向性を模索すべき。

53,232 53,436 204 - 現状通り

　現在行政事業レビューシートに掲載し
ているＫＰＩについては、指摘を踏ま
え、アウトカム指標の変更を行った。今
後も引き続き指標の検討を行う。
　情報開示については、令和５年度中
に、当該年度における効果検証の対象と
した事業のすべてを一覧化して内閣府の
HP上の公表する予定。今後も情報開示等
を通じて規律付けに繋げていく。
　毎年取りまとめている効果検証の報告
書、ガイドライン及び事例集について、
より地方公共団体の参考となるよう改善
を進めていくとともに、個々の事業につ
いて適切な審査を行い、地方公共団体に
丁寧に助言することなどを通じて、デジ
タル田園都市国家構想交付金（地方創生
推進タイプ）事業がより効果的に実施さ
れるよう努める。また、現在効果検証事
業の一環として行っている、外部有識者
検討委員会の意見も踏まえた経済波及効
果の計算や、農業生産額、観光入込客数
への影響の検証等に加え、今後、各種統
計データを活用した様々な検証を行うこ
とで、交付金事業の影響を確認する。

地方創生推進事務
局

一般会計

（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費
（項）地方創生推進費（大事
項）地方創生の推進に必要な経

府 21 - 0041 - - 令和4年度 ○

038
デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生
推進タイプ）＜（旧）地方創生整備推進交付
金＞

平成28年度 終了予定なし 39,777 36,835 36,531  点検対象外 現状通り

令和４年度第２次補正予算から新たに「デジ
タル田園都市国家構想交付金」として位置付
けられた本事業であるが、引き続き、昨年度
の公開プロセスにおける指摘を踏まえて、事
業効果の検証とＫＰＩの再検討、情報開示、
事業実施に際しての規律付けといった課題に
ついて、更なる改善の方向性を模索すべき。

39,777 39,573 ▲204 - 執行等改善

KPI、中間・事後評価等により適切に効果
検証を行うとともに、事後評価等の情報
開示については、事業実施主体ごとに
ホームページ等で公表するよう指導して
きたが、より適切に情報開示を行う観点
から、内閣府において、自治体のホーム
ページ掲載情報（リンク先）を取りまと
め一体的に開示した。また、より地方公
共団体の参考となるとともにより適切な
審査を図るために、「地方創生整備推進
交付金の活用に向けた地域再生計画の手
引き」の更新を図るとともに、説明会を
開催し周知徹底を図った。

地方創生推進事務
局

一般会計

（項）地方創生基盤整備事業推
進費（大事項）地方創生の推進
のための基盤整備事業に必要な
経費

府 21 - 0041 - - 令和4年度 ○

039
デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生
拠点整備タイプ）＜（旧）地方創生拠点整備
交付金＞

平成28年度 終了予定なし 47,000 52,904 23,835  点検対象外 現状通り

令和４年度第２次補正予算から新たに「デジ
タル田園都市国家構想交付金」として位置付
けられた本事業であるが、引き続き、昨年度
の公開プロセスにおける指摘を踏まえて、事
業効果の検証とＫＰＩの再検討、情報開示、
事業実施に際しての規律付けといった課題に
ついて、更なる改善の方向性を模索すべき。

7,000 7,000 - - 現状通り

　現在行政事業レビューシートに掲載し
ているＫＰＩについては、指摘を踏ま
え、アウトカム指標の変更を行った。今
後も引き続き指標の検討を行う。
　情報開示については、令和５年度中
に、当該年度における効果検証の対象と
した事業のすべてを一覧化して内閣府の
HP上の公表する予定。今後も情報開示等
を通じて規律付けに繋げていく。
　毎年取りまとめている効果検証の報告
書、ガイドライン及び事例集について、
より地方公共団体の参考となるよう改善
を進めていくとともに、個々の事業につ
いて適切な審査を行い、地方公共団体に
丁寧に助言することなどを通じて、デジ
タル田園都市国家構想交付金（地方創生
拠点整備タイプ）事業がより効果的に実
施されるよう努める。また、現在効果検
証事業の一環として行っている、外部有
識者検討委員会の意見も踏まえた経済波
及効果の計算や、農業生産額、観光入込
客数への影響の検証等に加え、今後、各
種統計データを活用した様々な検証を行
うことで、交付金事業の影響を確認す
る。

令和４年度公開プロセ
ス

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進費（大事
項）地方創生の推進に必要な経
費

府 21 - 0042 - - 令和4年度 ○

040 交付金効果検証分析事業 平成30年度 終了予定なし 97 97 42  点検対象外 現状通り

各地方公共団体が実施する個々の交付金事業
の分析は重要な課題であるが、地方創生関係
交付金の事業全体の社会的・経済的な効果の
検証も肝要なテーマであると思料。マクロ的
視点からの分析もより精緻なものとすること
を検討されたい。

87 87 - - 現状通り

現在効果検証事業の一環として行ってい
る、外部有識者検討委員会の意見も踏ま
えた経済波及効果の計算や、農業生産
額、観光入込客数への影響の検証等に加
え、今後、各種統計データを活用した
様々な検証を行うことで、交付金事業の
影響を確認する。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費

府 21 - 0043 - - 令和2年度 ○

041 地方大学・地域産業創生交付金 平成30年度 終了予定なし 2,305 2,355 1,250  点検対象外
事業内容の一部

改善

数年にわたり執行実績が低調で多額の不用額
を計上している状態が続いているため、その
要因を分析した上、本レビューシートにおい
ても説明されたい。近年の執行実績を踏まえ
た事業内容の改善や予算要求額の見直しを図
ること。

2,104 2,105 1 - 現状通り

自治体・大学への広報活動を強化すると
ともに、計画策定段階の自治体に対する
伴走支援を強化することで、優れた取り
組みの創出を促進し、執行率の向上に努
める。

地方創生推進事務
局

一般会計

（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に係
る計画認定等に必要な経費
（項）地方創生推進費
（大事項）地方創生の推進に必
要な経費

府 21 - 0044 - - 令和元年度 ○

042 スーパーシティ構想等の推進に必要な経費 令和2年度 終了予定なし 1,021 1,118 978  点検対象外 現状通り

引き続き事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、事業の有効性、効率性及び成果実績につ
いて、より一層の検証に努め、予算の効率的
な執行を行うこと。

301 361 60 - 現状通り

引き続きより効果的な事業となるようそ
の有効性・効率性・成果について検証を
行うとともに、令和6年度予算要求につい
ては、これまでの執行実績等も踏まえて
予算要求を行った。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費

府 21 - 0045 - - 令和3年度 ○

043 総合戦略に基づく重点施策広報事業 令和2年度 終了予定なし 45 45 44  点検対象外 現状通り

引き続き事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、事業の有効性、効率性及び成果実績につ
いて、より一層の検証に努め、予算の効率的
な執行を行うこと。

13 37 24 - 現状通り

引き続き事業の進捗状況を的確に把握し
ながら、サイトのアクセス解析や調査結
果等を踏まえ、事業の有効性、効率性及
び成果実績について、より一層の検証に
努め、予算の効率的な執行を行う。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費

府 21 - 0046 - - 令和3年度 ○

044 都市再生推進経費 平成28年度 終了予定なし 77 76 75  点検対象外 現状通り

引き続き事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、事業の有効性、効率性及び成果実績につ
いて、より一層の検証に努め、予算の効率的
な執行を行うこと。

70 90 20 - 現状通り

本事業は、都市を取り巻く情勢の変化に
対応した都市機能の高度化等を図るもの
であり、より効果的な事業となるよう、
その有効性・効率性・成果について検証
を行うとともに、引き続き、予算及び事
業の進捗状況の的確な管理に努める。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局（大
事項）地方創生の推進に係る計
画認定等に必要な経費

府 21 - 0047 - - 令和4年度 ○

045
産業遺産に係る情報収集・情報発信の充実強
化に必要な経費

平成30年度 終了予定なし 465 465 437  点検対象外 現状通り

引き続き事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、事業の有効性、効率性及び成果実績につ
いて、より一層の検証に努め、予算の効率的
な執行を行うこと。

464 511 46 - 現状通り

運営状況を踏まえ、事業の有効性、効率
性・成果について検証し、予算の効率的
執行に努めるとともに、事業を精査し、
概算要求に反映させた。
また、専門的な知見が必要となることか
ら、結果的に一者応札となっているが、
引き続き、事業者が参入しやすくなるよ
う改善に努めていく。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）地方創生推進事務局
（大事項）地方創生の推進に係
る計画認定等に必要な経費

府 21 - 0048 - - 令和元年度
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046 特定地域づくり事業の推進に必要な経費 令和2年度 終了予定なし 500 500 177  点検対象外 現状通り

引き続き事業の進捗状況を的確に把握しなが
ら、事業の有効性、効率性及び成果実績につ
いて、より一層の検証に努め、予算の効率的
な執行を行うこと。また、近年の執行実績を
概算要求に適切に反映させること。

560 560 - - 現状通り

引き続き、特定地域づくり事業の進捗状
況を的確に把握しながら、事業の有効
性、効率性及び成果実績について、より
一層の検証に努め、予算の効率的な執行
を行う。
特定地域づくり事業協同組合の認定件数
やこれらの組合への交付実績の推移など
を踏まえ、次年度における組合の認定見
込み件数を精査し、概算要求に反映させ
る。

地方創生推進事務
局

一般会計
（項）特定地域づくり事業推進
費 （大事項）特定地域づくり
事業の推進に必要な経費

府 21 - 0049 - - 令和3年度 ○

047 地方移住窓口機能強化支援事業 令和4年度 令和4年度 10 10 9 

 地方移住者の増加が目的なのであるから
何かの方法でそれをアウトカムに設定すべ
き。また、優良取組事例の展開は重要だ
が、失敗事例の展開も必要なのではない
か。

終了予定

外部有識者の所見を踏まえて、WEBで公開する
事例集に失敗事例も収録すること等を検討す
ると共に、今後、地方移住者の増加を目的と
した類似の事業を実施しようとする際には、
定量的なアウトカムとして地方移住者の増加
数を設定するなど、適切な成果目標を設定さ
れたい。

- - - - 予定通り終了
事例集に各自治体の取り組みにおける課
題や改善事例（PDCA）を収録して公開し
た。

R4年度新規事業 地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府
新
22

- 0002 - 書面点検 前年度新規 ○

048 「地方創生×脱炭素」推進事業 令和4年度 令和7年度 30 30 22 

 開始したばかりということはあるだろう
が、「伴走支援した地方公共団体数」の見
込み数があまりに少ない。「伴走支援回数
が少なく、マニュアルに必要な情報の蓄積
がされない→マニュアルがないので取り組
みにくい」というスパイラルにならないよ
う、ここを増やすための取り組みが必要な
のではないか。また長期アウトカムに関し
ては「内容を問わず記述さえあればカウン
トする」ということでよいのか。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、長期アウトカム
の見直しを図るなど、本レビューシートにお
ける説明内容の更なるブラッシュアップを検
討すること。また、「伴走支援した地方公共
団体」の見込み数が僅少なものとなっている
中、事業効果の波及効果を改めて確認すべ
き。

27 26 ▲1 - 現状通り

所見を踏まえ、長期アウトカムは「「脱
炭素」の取組を含む地域再生計画数」に
修正するとともに、伴走支援数を増やす
ことに努める。

R4年度新規事業 地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府
新
22

- 0003 - 書面点検 前年度新規 ○

049 ＤＸ地域活性化推進事業 令和4年度 令和5年度 95 86 82 

 この事業は数を増やすことを目的とする
事業であり、質は問わないものと理解して
おり、確かに裾野が広がれば質の高いもの
の数も増加すると考えられる。が、質もい
ずれかのタイミングで検証すべき。

終了予定

外部有識者の所見を踏まえ、本事業終了後
も、地方公共団体の実施するデジタル実装の
質的側面について検証することを検討された
い。今後、類似の事業を実施する場合には、
本事業で得られた知見やノウハウを最大限生
かし、より効率的・効果的な事業に実施に努
めること。

85 - ▲85 - 予定通り終了

令和5年度をもって事業終了するが、有識
者の指摘については「地域のデジタル実
装に向けたフォローアップ事業」で検証
していく予定である。また、今後類似の
事業を実施する際には本事業で得られた
知見やノウハウを最大限生かし、より効
率的・効果的な事業を実施することとす
る。

R4年度新規事業 地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府
新
22

- 0004 - 書面点検 前年度新規 ○

050 地域のデジタル実装に向けたフォローアップ
調査事業

令和4年度 終了予定なし 60 9 9  点検対象外 現状通り

巨額の予算を計上しているデジタル田園都市
国家構想交付金の運用に当たっては、的確な
効果検証を並行して実施することが肝要であ
るため、本事業の実施に当たっては、予算の
効率的な執行に努めること。

- 100 100 - 現状通り

本事業により、的確なフォローアップを
行うことで、デジタル田園都市国家構想
交付金（デジタル実装タイプ）の質の面
での向上に努める。

R4年度新規事業
補正
事業名を「デジタル田
園都市国家構想交付金
効果検証調査事業」か
ら変更

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府
新
23

- 0009 - - ○

051 デジタル実装計画策定支援事業 令和4年度 終了予定なし 300 30 24  点検対象外 現状通り
事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性及び効率性について、より一層の検
証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

- 350 350 - 現状通り
事業の有効性・効率性について適切かつ
的確に検証しつつ、予算の効率的な執行
に努める。

R4年度新規事業
補正

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

- - - ○

052 地方におけるデジタル技術を活用した取組の
普及促進事業

令和4年度 終了予定なし 16 14 -  点検対象外 現状通り
事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性及び効率性について、より一層の検
証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

141 157 16 - 現状通り

デジタル田園都市国家構想の実現に向け
て、国民的な機運醸成と優良事例の横展
開を図るとともに、所見を踏まえた効率
的な予算執行を心掛ける。

R4年度新規事業
補正

地方創生推進室 一般会計
（項）地方創生支援費（大事
項）地方創生の支援に必要な経
費

府
新
23

- 0002 - - ○

- 

政策名：６．地域経済活性化支援
施策名：６．地域経済活性化に関する施策の推進

政策名：７．防災
施策名：７．防災に関する施策の推進

053 防災に関する普及・啓発に必要な経費 昭和57年度 終了予定なし 392 471 452 

・人と防災未来センター運営費補助として
予算の半分以上を支出しているが、利用者
数の目標値50万人、満足度85％といった定
量的な成果指標が妥当な基準といえるのか
不明。利用者拡大のための施策とその効果
がどのように結びつくのか、もう少し具体
的に示していただきたい。
・ウェブサイト「TEAM防災ジャパン」閲覧
数が前年度よりも減少しているのは、運営
受託業者との契約手続に時間を要し、年度
開始から２か月ほど当サイトの更新がなさ
れなかった影響によるとの記述があるが、
前々年度から減少傾向にあることから、契
約手続きの見直しも含め、改善の必要があ
るのではないか。

事業内容の一部
改善

外部有識者の所見を踏まえ、事業の適切な進
捗管理、予算の適切かつ効率的な執行に努め
ること。

462 501 40 - 執行等改善

・アクティビティ①について、成果目標
の設定理由等の記載内容について修正。
・アクティビティ③について、防災有識
者で構成した「WEBチーム」と受託業者間
でデザインに関する議論を重ね、ウェブ
サイトの大改修を令和５年１月に実施
（①トップページデザイン一新、②ユー
ザー目線を意識したナビゲーション再整
理、ヘッダー・フッター改修、③緑から
黄基調に変更し、弱視者に配慮した色使
い等）。多くの方にご利用いただけるよ
う引き続き改善を図りたい。

重要政策推進枠84
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0050 書面点検 その他 平成30年度 ○

054 国と地方の防災を担う人材の育成に係る経費 平成25年度 終了予定なし 114 114 94 点検対象外 現状通り

引き続き、過去の外部有識者の所見を踏ま
え、充実した研修を実施するとともに国民が
研修の成果を具体的に判断できるように努め
ること。

113 120 7 - 現状通り

所見を踏まえ更に充実した研修となるよ
う努めるとともに、国民が研修成果を具
体に判断できる手法について有識者から
のご意見も聴きながら検討していく。

重要政策推進枠：12
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0051 - 令和元年度

055 国際防災協力の推進に必要な経費 平成10年度 終了予定なし 246 245 248 点検対象外 現状通り

引き続き、過去の外部有識者の所見を踏ま
え、事業の有効性・効率性・成果について外
部の目の活用も含め適切かつ的確に検証し、
予算の効果的かつ効率的な執行に努めるこ
と。

236 273 37 - 現状通り

我が国はこれまで国連防災世界会議にお
いて「仙台防災枠組」の取りまとめを主
導するなど、世界各国での「防災の主流
化」に取り組んできており、我が国の知
見・経験を伝えることで、災害に強い国
際社会の構築を目指している。予算の要
求に当たっては、国際機関との協議、ア
ジア防災センター加盟国からのインプッ
ト、防災技術の官民連絡協議会（JIPAD）
の調査等を通じて、各地域・国の顕在
的・潜在的なニーズや我が国の防災対
策・防災技術の強み等を把握し、それら
を踏まえ国際会議での発信、研修事業や
JIPADによるセミナー等の開催等、国際防
災協力の具体的活動内容の見直し、充実
を図ってきたところ。引き続き事業の効
果を適切に検証し、防災分野における国
際協力を効果的かつ効率的に推進して参
りたい。

重要政策推進枠：35
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0052 - 令和4年度

056
災害復旧・復興に関する施策の推進に必要な
経費

平成7年度 終了予定なし 44 110 95 点検対象外 現状通り
引続き過去の外部有識者の所見を踏まえ、事
業の適切な進捗管理、予算の適切かつ効率的
な執行に努めること。

78 125 47 - 現状通り
引き続き、事業の制度内容について適切
かつ的確に検証し、予算の効果的かつ効
率的な執行に努める。

重要政策推進枠：55
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0053 - 令和4年度

057 被災者支援に関する総合的対策の推進経費 平成25年度 終了予定なし 72 202 158 点検対象外 現状通り

過去の外部有識者の所見を踏まえ、指針・ガ
イドラインを一定期間経過後にレビューする
ことで有効性を確認することに努めること。
また、引き続き、一者応札となってしまった
案件については、その要因をよく分析の上、
改善策を講じること。

48 56 8 - 現状通り

指針・ガイドラインの有効性の向上に努
める。また、一者応札となっている案件
については、分かりやすい仕様内容や、
入札期間などに配慮し、改善に努める。

重要政策推進枠：13
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0054 - 令和元年度

058 地震対策等の推進に必要な経費 平成12年度 終了予定なし 681 656 555 

 ・契約の大部分が一般競争入札である
が、３事業者の契約金額で予算の大半を占
めており、いずれも一者応札となってい
る。競争性を発揮するためには、複数応札
のための取組も必要ではないか。
・会議開催や調査等の数だけでなく、目的
に沿って十分な調査活動が行われ、その結
果、目標達成にどのように貢献したかとい
う説明があった方が良いのではないか。

事業内容の一部
改善

外部有識者の所見を踏まえ、引き続き、一者
応札となっている案件については、その要因
をよく分析の上、改善策を講じること。

488 559 71 - 執行等改善

一者応札については、引き続き、余裕の
ある公示期間の設定や入札説明会の開
催、非応札事業者へのヒアリングなどに
取り組み、改善に努める。
改善の方向性については、外部有識者の
コメントを踏まえ、上記のとおり修正し
ている。

重要政策推進枠：125
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0055 書面点検 最終実施年度 平成30年度

059 非常災害発生に伴う現地災害対策等に要する
経費

平成12年度 終了予定なし 57 57 77 

 令和４年度は災害発生時の現地調査団等
の派遣はないが、予算の執行率が134％と
高い。災害関連調査費について、業務内容
に関しての説明が必要ではないか。また、
一般競争入札による業者選定を行っている
が、一者応札となっている。要因を分析
し、引き続き、透明性・競争性の確保を図
り、コスト削減等に努めていただきたい。

事業内容の一部
改善

外部有識者の所見も踏まえ、事業の適切な進
捗管理、予算の適切かつ効率的な執行に努め
ること。
また、引き続き、一者応札になった案件につ
いては、その要因をよく分析の上、改善策を
講じること。

43 43 0 - 現状通り

令和４年度においては、政府調査団の派
遣は行っていないものの、災害発生時の
防災担当大臣等による視察を７回行って
おり、このための経費が生じている。こ
のほか、災害発生時の初動対応を確保す
るための体制の整備等に必要な固定的費
用（「資金の流れ」等において明記）が
必要となっているが、ご指摘を踏まえ
て、予算の適切かつ効率的な執行に努め
る。また、一者応札となっている案件に
ついては、その要因を分析し、改善に努
める。

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0057 書面点検 その他 令和4年度

060 災害対策本部予備施設等の維持管理に要する
経費

平成12年度 終了予定なし 91 91 112 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見も踏まえ、引き続き
適切な執行管理及び効率的な運用に努めるこ
と。

82 74 ▲8 - 現状通り
引き続き、適切な執行管理及び効率的な
運用に努めていく。

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0058 - 令和4年度

061 被災者生活再建支援法施行に要する経費 平成11年度 終了予定なし 600 3,267 2,094 

 法律の規定に基づき支給するものであ
り、問題ないと思われる。引き続き、被災
者のニーズに応じた支援を実施していただ
きたい。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、引き続き予算の
効果的かつ効率的な執行に努めること。

600 600 - - 現状通り
引き続き、事業の制度内容について適切
かつ的確に検証し、予算の効果的かつ効
率的な執行に努める。

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0059 書面点検 その他 令和3年度 ○



令和５年度 令和６年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

外部有識者の所見 備　考

反映状況

執行額
会計区分

１つ目

行政事業レビュー推進チームの所見

２つ目

令和５年度外部有識
者点検対象

令和５年度外部有識
者点検対象とした理

由

直近の外部有識者点
検実施年度

３つ目

基金
所見の概要 反映内容

委託
調査

補助
金等

令和４年度レビューシート番号
事業
番号

事　　業　　名 令和４年度
補正後予算額

令和４年度

反映額

事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

担当部局庁
評価結果

執行
可能額

差引き
政策 施策 項・事項

062

南海トラフの巨大地震及び首都直下地震に関
する応急対策活動の具体計画策定等検討経費
（民間船舶を活用した医療機能の実証訓練経
費）

平成24年度 終了予定なし 75 125 145 

 「支出先上位10者リスト」にあるとお
り、一般競争入札ではあるが、一者応札と
なっている。複数応札を実現するよう取り
組んでいただきたい。

事業内容の一部
改善

外部有識者の所見を踏まえ、一者応札につい
ては、要因をよく分析の上、改善策を講じる
こと。また、事業の適切な進捗管理、予算の
適切かつ効率的な執行に努めること。

20 23 3 - 
年度内に改善を

検討

調査分析業務に特化した仕様とすること
で、新規業者が参入しやすい環境となる
よう工夫する。また、更新を行う具体計
画の各種資料については、内閣府ＨＰに
公開し、業務内容が分かり易くなるよう
工夫している。加えて、競争参加資格等
級を緩和したうえで公示期間を延長する
などして、入札参加可能な事業者の枠を
広げている。

重要政策推進枠：5
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0060 書面点検 その他 平成30年度

063 防災計画の推進経費 平成24年度 終了予定なし 9 9 8 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の適
切かつ効率的な執行に努めること。

8 19 11 - 現状通り

有識者の所見を踏まえ、収集する取組事
例に応じて適切な周知等が可能となるよ
う、適正な業者選定、事業の適切な進捗
管理、予算の適切かつ効率的な執行に努
める。

重要政策推進枠：10
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0061 書面点検 その他 平成30年度

064
社会全体としての事業継続体制の構築推進経
費

平成26年度 終了予定なし 42 42 32 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見も踏まえ、今後の展
望について検討するとともに、引き続き、効
果的・効率的な事業の実施に努めること。

37 45 7 - 現状通り
有識者の所見を踏まえ、引き続き、効果
的・効率的な事業の実施に努める。

重要政策推進枠：8
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0062 書面点検 その他 令和2年度

065 災害救助等に要する経費 平成25年度 終了予定なし 3,130 3,130 2,881 

 法律の規定に基づき支給するものであ
り、問題ないと思われる。引き続き被災者
のニーズに応じた救助を実施していただき
たい。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、引き続き事業の
制度内容について適切かつ的確に検証し、予
算の効果的かつ効率的な執行に努めること。

3,130 3,130 - - 現状通り
引き続き、事業の制度内容について適切
かつ的確に検証し、予算の効果的かつ効
率的な執行に努める。

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0063 書面点検 その他 令和3年度 ○

政策名：８．原子力防災
施策名：８．原子力災害対策の推進

066 原子力災害対策事業 平成26年度 終了予定なし 4,293 3,586 2,508 点検対象外 現状通り

専門性の高い分野の入札に関しては、参入可
能な事業者の事前調査及び参入要件の緩和を
検討するなど、引き続き一者応札の是正に努
めること。

- - － 現状通り

専門性の高い分野の入札になるため、参
入可能な事業者の事前調査及び参入要件
の緩和を検討するなど、引き続き一者応
札の是正に努める。

政策統括官（原子
力防災担当）

一般会計
（項）原子力災害対策費（大事
項）原子力災害対策に必要な経
費

府 21 0064 - 令和3年度 ○

067 原子力発電施設等緊急時安全対策交付金 昭和55年度 終了予定なし 9,502 9,226 8,739 

①成果目標に関して：各道府県が事業を担
当しているが、道府県の計画とその自己評
価を総合した内閣府としての成果把握（総
合評価）を考えて欲しい。
②事業の改善に関して：入札に際しては専
門性を反映しているのか、注意が必要であ
ろう。安全を守る業務の性格上、道府県が
一般行政分野で行っている効率化策・節約
方法にはなじまない。それでも効率化をす
すめるならば、どんなところで効率や節約
を考えるのか､内閣府として考えるべきで
あろう。なお、地方分権に逆行するが、内
閣府が道府県や民間企業が行う事業執行を
適切にコントロールできる方法を考えるべ
きである。たとえば、過去の教訓を踏まえ
た安全対策がなされているかどうかを検証
する視点も含めたチェックリストが必要で
あろう。

現状通り

公開プロセスの結果を踏まえ、成果把握（総
合評価）方法を適宜検討すること。引き続
き、予算の適切かつ効率的な執行、事業の適
切な進捗管理を行うこと。

10,042 14,810 4,768 － 現状通り

①成果目標について、指摘を踏まえ、緊急時対
応とりまとめ後の各地域における取組を評価す
るための指標について検討を行う。
②事業の改善について、交付金事業の運営上競
争入札によることが著しく困難又は不適当であ
る場合を除き、競争入札によるべきことを交付
条件とし、例えば、資機材の調達に当たって
は、汎用性のある資機材と専門性の高い資機材
に分けて調達するなど、経済効率性と原子力災
害時の安全を確保することを道府県に求めてい
く。
また、国による事業執行のコントロールについ
ては、毎年度の交付決定に先立ち、全ての交付
対象道府県に対し、申請前ヒアリングを実施
し、資機材整備計画等の確認を行うといったプ
ロセスを経ることにより、適切な事業執行とな
るよう努める。

政策統括官（原子
力防災担当）

エネルギー対策特
別会計電源開発促
進勘定

（項）原子力安全規制対策費
（大事項）原子力の安全規制対
策に必要な経費

府 21 0065 書面点検 その他 平成30年度 ○

068 原子力防災体制等構築事業 平成29年度 終了予定なし 23 23 20 

事業概要パワーポイントの説明では、事業
スキームが「国→民間団体」となっている
が、本シートの以下を見ると「内閣府→研
究開発法人」である。法人・日本原子力研
究開発機構が民間団体だとは思えない。ま
た、研究開発機関が、労働者派遣を行って
いるのであろうか。説明がよく分からな
い。内閣府の担当者は当然、とお考えかも
しれないが、原子力防災については国民の
視線を大切にすべきところから、説明を丁
寧にすべきではないだろうか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、レビューシート
の正確な記載、丁寧な説明に努めること。

50 50 0 － 現状通り

本事業の契約においては総合評価落札方
式を採用しており、民間団体を含めた多
様な機関が契約する可能性がある。ま
た、人件費の使途については正確な記載
へ修正した。所見も踏まえ、関係資料も
含め、正確な記載、丁寧な説明に努めて
まいりたい。

政策統括官（原子
力防災担当）

エネルギー対策特
別会計電源開発促
進勘定

（項）原子力安全規制対策費
（大事項）原子力の安全規制対
策に必要な経費

府 21 0066 書面点検 その他 平成30年度 ○

069 原子力防災研修等事業 平成29年度 終了予定なし 435 435 393 

重要な活動である。したがって毎年度、事
業活動の内容を見直す必要がある。見直し
にはアクティビティの数字をふまえて、ロ
ジックモデルを再考し、目標体系図を修正
することで可能になると思われる。なお、
「一般競争入札」で、国立研究開発法人が
仕事を受注していることに関して、若干の
違和感がある。一般競争入札であれば、民
間事業者も参入するかもしれない。その時
に国立機関と民間企業、同じ競争だと考え
て良いものかどうかという違和感である。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、事業活動内容を
適宜見直すこと。また、専門性の高い分野の
入札に関しては、参入可能な事業者の事前調
査及び参入要件の緩和を検討するなど、引き
続き一者応札の是正に努めること。

408 408 0 － 現状通り

ご指摘を踏まえ、効率的・効果的な事業
執行に努めてまいりたい。また、引き続
き一者応札の是正の改善策について検討
してまいりたい。

政策統括官（原子
力防災担当）

エネルギー対策特
別会計電源開発促
進勘定

（項）原子力安全規制対策費
（大事項）原子力の安全規制対
策に必要な経費

府 21 0067 書面点検 その他 平成30年度 ○

070 原子力災害時避難円滑化モデル実証事業 平成30年度 令和4年度 500 737 655 点検対象外 終了予定
今後、同種の事業を実施する際は、当該事業
の知見を最大限生かして、効率的・効果的な
事業の実施に努めること。

- - － 予定通り終了

所見を踏まえ、本事業の成果を踏まえて
実施している原子力発電施設等緊急時安
全対策交付金の「緊急時避難円滑化事
業」においても、当該事業の知見を最大
限生かして、効率的・効果的な事業の実
施に努める。

政策統括官（原子
力防災担当）

エネルギー対策特
別会計電源開発促
進勘定

（項）原子力安全規制対策費
（大事項）原子力の安全規制対
策に必要な経費

府 21 0068 - 令和元年度 ○

政策名：９．沖縄政策
施策名：９．沖縄振興に関する施策の推進

071 沖縄振興交付金事業推進費 平成24年度 令和13年度 79,191 87,865 85,754  点検対象外 現状通り
引き続き交付金事業の進捗状況を的確に把握
しながら、事業の有効性、効率性及び成果実
績について、より一層の検証に努めること。

75,855 78,510 2,655 - 現状通り
引き続き、事業の状況について的確に把
握し、事業の有効性、効率性及び成果実
績について一層の検証に努める。

政策統括官（沖縄
政策担当）
沖縄振興局

一般会計
（項）沖縄振興交付金事業推進
費（大事項）沖縄振興交付金事
業の推進に必要な経費

府 21 0069 - 令和3年度 ○

072 沖縄における鉄軌道等導入課題検討に必要な
経費

平成24年度 令和13年度 80 80 80 

 基礎的な調査が事業内容であり、定量的
なアウトカムの設定が困難であることは妥
当と考えるが、定性的なアウトカムについ
てより具体的な記述があるとよい。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、定性的なアウト
カムの内容を具体化させるなど、本レビュー
シートにおける説明内容の更なるブラッシュ
アップを検討すること。また、一者応札と
なっている要因を的確に分析して改善策を講
じられたい。

80 80 - - 現状通り

外部有識者及び行政事業レビュー推進
チームの所見を踏まえ、定性的なアウト
カムの内容を具体化したほか、一者応札
となっている要因についても的確に分析
して改善策を講じていく。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0070 書面点検 その他 令和3年度 ○

073 沖縄振興推進調査費 平成24年度 終了予定なし 40 40 29  点検対象外 現状通り
引き続き沖縄振興策の一層の推進に資する、
特に重要な調査テーマを採択するなど予算に
効率的な執行に努めること。

10 10 - - 現状通り

本事業は、平成２４年度以降の沖縄振興
法制の下で推進される諸施策への反映や
検証等のために必要な調査を実施するも
のであることから、沖縄振興策の一層の
推進に資する特に重要な調査テーマを採
択し、効率的な予算執行に努めてまいり
たい。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄振興推進調査費（大
事項）沖縄振興推進調査に必要
な経費

府 21 0071 - 令和3年度 ○

074 公立文教施設整備に必要な経費 昭和47年度 終了予定なし 5,000 7,018 5,901  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁と連携して、事業の進
捗状況を的確に把握しながら、有効性、効率
性及び成果実績について、より一層の検証に
努めるべき。また、繰越額が大きくなりつつ
あるため、その要因を分析した上、効率的な
予算執行に努めるべき。

5,000 4,440 ▲560 - 現状通り

引き続き事業実施省庁と連携して、事業
の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より
一層の検証に努める。また、前年度から
繰越された予算も含め、効率的な予算執
行に努める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄教育振興事業費（大
事項）公立文教施設整備に必要
な経費

府 21 0072 - 令和3年度 ○

075 医師歯科医師等の派遣に必要な経費 昭和47年度 終了予定なし 2 2 1  点検対象外 現状通り
事業実施省庁と連携しながら、引き続き効果
的かつ効率的な予算執行に努めること。

2 2 ▲0 - 現状通り

行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、事業実施省庁と連携のもと、事業
の進捗状況を的確に把握し、引き続き効
果的かつ効率的な予算執行に努める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄保健衛生諸費（大事
項）医師歯科医師等の派遣に必
要な経費

府 21 0073 - 令和3年度

076
沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業
費

平成24年度 令和8年度 2,619 2,789 2,017  点検対象外 現状通り

事業実施省庁との役割分担を明確にし、北部
地域の市町村及び沖縄県との連携も密にしな
がら、事業の進捗管理及び効果検証に取り組
み、優先度の高い事業に対して十分な支援が
なされるよう努めるべき。

2,619 2,619 - - 現状通り

行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、事業実施官庁との役割分担を明確
にし、北部地域の市町村及び沖縄県とも
連携を密にして、事業の進捗管理及び効
果検証に取り組むと共に、優先度の高い
事業に対して十分な支援ができるよう努
めてまいりたい。

沖縄振興局 一般会計

（項）沖縄北部連携促進特別振
興対策特定開発事業推進費（大
事項）沖縄北部連携促進特別振
興対策に係る特定開発事業の推
進に必要な経費

府 21 0074 - 令和3年度

077 （建設海岸）海岸事業 昭和47年度 終了予定なし 57 7 6  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

30 30 - - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、効果的・効率的な事業の実施に努
めたい。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）海岸事業に必要な経費 府 21 0075 - 令和3年度 ○ ○

078 （港湾海岸）海岸事業 昭和47年度 終了予定なし 139 10 10  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

40 42 2 - 現状通り

行政事業レビュー推進チームのご所見を
踏まえ、引き続き、事業の進捗状況を的
確に把握しながら、有効性、効率性及び
成果実績について、より一層の検証に努
める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）海岸事業に必要な経費 府 21 0076 - 令和3年度 ○ ○

079 水道施設整備に必要な経費 昭和47年度 終了予定なし 2,800 2,749 2,748  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁と連携して、事業の進
捗状況を的確に把握しながら、有効性、効率
性及び成果実績について、より一層の検証に
努めるべき。また、繰越額が大きくなりつつ
あるため、その要因を分析した上、効率的な
予算執行に努めるべき。

2,800 3,360 560 - 現状通り

行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、事業実施省庁と連携のもと、繰越
の要因となりうる事由の発生の有無等、
事業の進捗状況を的確に把握し、事業の
有効性・効率性及び成果について検証す
るとともに、適正な予算の執行に努め
る。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）水道施設整備に必要な経費 府 21 0077 - 令和3年度 ○

080 廃棄物処理施設整備に必要な経費 昭和47年度 終了予定なし 1,206 628 617  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

1,206 1,206 - - 現状通り

引き続き事業実施省庁と連携して、事業
の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より
一層の検証に努める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）廃棄物処理施設整備に必要
な経費

府 21 0078 - 令和3年度 ○

081 良好で緑豊かな都市空間の形成等のための国
営公園事業に必要な経費

昭和47年度 終了予定なし 4,721 4,224 4,216  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

4,490 4,483 ▲8 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、効果的・効率的な事業の実施に努
めたい。

沖縄振興局 一般会計

（項）沖縄開発事業費（大事
項）良好で緑豊かな都市空間の
形成等のための国営公園事業に
必要な経費

府 21 0079 - 令和3年度 ○
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082 森林整備事業に必要な経費 昭和47年度 終了予定なし 289 277 268  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

289 271 ▲18 - 現状通り

　沖縄振興を目的とする事業のうち公共
事業を中心とする関係事業の全体的な把
握、事業相互間の進度調整、計画に沿っ
た事業の推進を図るため、事業の経費を
内閣府に一括計上し、これを農林水産省
に移し替えて執行していることから、引
き続き農林水産省と連携し、事業の進捗
状況を的確に把握した上で、推進して参
る所存。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）森林整備事業に必要な経費 府 21 0080 - 令和3年度 ○

083 治山事業に必要な経費 昭和47年度 終了予定なし 463 358 354  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

356 356 - - 現状通り

　沖縄振興を目的とする事業のうち公共
事業を中心とする関係事業の全体的な把
握、事業相互間の進度調整、計画に沿っ
た事業の推進を図るため、事業の経費を
内閣府に一括計上し、これを農林水産省
に移し替えて執行していることから、引
き続き農林水産省と連携し、事業の進捗
状況を的確に把握した上で、推進して参
る所存。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）治山事業に必要な経費 府 21 0081 - 令和3年度 ○

084 水産基盤整備に必要な経費 平成13年度 終了予定なし 4,959 4,164 4,080  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

4,356 4,356 ▲0 - 現状通り

　沖縄振興を目的とする事業のうち公共
事業を中心とする関係事業の全体的な把
握、事業相互間の進度調整、計画に沿っ
た事業の推進を図るため、事業の経費を
内閣府に一括計上し、これを農林水産省
に移し替えて執行していることから、引
き続き農林水産省と連携し、事業の進捗
状況を的確に把握した上で、推進して参
る所存。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）水産基盤整備に必要な経費 府 21 0082 - 令和3年度 ○

085 農業農村整備事業に必要な経費 昭和47年度 終了予定なし 13,884 13,651 13,544  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

12,729 12,729 0 - 現状通り

　事業の推進に当たっては、下記備考の
とおり、事業の経費を内閣府に一括計上
し、これを農林水産省に移し替えて執行
していることから、農林水産省と連携
し、事業の進捗状況を的確に把握した上
で、推進して参る所存。

【予備費】
64百万円（令和５年３
月28日閣議決定）

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）農業農村整備事業に必要な
経費

府 21 0083 - 令和3年度 ○

086 社会資本整備総合交付金 平成22年度 終了予定なし 14,750 14,853 14,729  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

12,932 12,948 16 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、効果的・効率的な事業の実施に努
めたい。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）社会資本総合整備事業に必
要な経費

府 21 0084 - 令和3年度 ○

087 防災・安全交付金 平成24年度 終了予定なし 5,001 5,374 5,204  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

3,747 3,741 ▲6 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、効果的・効率的な事業の実施に努
めたい。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費（大事
項）社会資本総合整備事業に必
要な経費

府 21 0085 - 令和3年度 ○

088 沖縄開発事業（治水事業） 平成26年度 終了予定なし 2,880 2,685 2,519  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

2,712 2,693 ▲19 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、効果的・効率的な事業の実施に努
めたい。

沖縄振興局 一般会計

（項）沖縄開発事業費
（大事項）河川整備事業に必要
な経費
（大事項）砂防事業に必要な経
費

府 21 0086 - 令和2年度 ○ ○

089 沖縄開発事業（道路事業） 平成26年度 終了予定なし 48,207 50,362 49,787  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

42,045 41,827 ▲218 - 現状通り
行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、効果的・効率的な事業の実施に努
めたい。

沖縄振興局 一般会計

（項）沖縄開発事業費
（大事項）地域連携道路事業に
必要な経費
（大事項）道路更新防災対策事
業及び維持管理に必要な経費
（大事項）道路交通円滑化事業
に必要な経費
（大事項）道路環境改善事業に
必要な経費
（大事項）道路交通安全対策事
業に必要な経費

府 21 0086 - 令和2年度 ○ ○

090 沖縄開発事業（港湾整備事業） 平成26年度 終了予定なし 14,695 12,542 12,392  点検対象外 現状通り

引き続き事業実施省庁との連携を密にし、事
業の進捗状況を的確に把握しながら、有効
性、効率性及び成果実績について、より一層
の検証に努めるべき。

14,119 14,051 ▲68 - 現状通り

行政事業レビュー推進チームのご所見を
踏まえ、引き続き、事業の進捗状況を的
確に把握しながら、有効性、効率性及び
成果実績について、より一層の検証に努
める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄開発事業費
（大事項）港湾事業に必要な経
費

府 21 0086 - 令和2年度 ○ ○

091 駐留軍用地跡地利用推進に必要な経費 平成9年度 令和13年度 205 205 114  点検対象外 現状通り

事業の有効性、効率性及び成果実績につい
て、より一層の検証に努めること。また、直
近３か年の低調な執行実績を踏まえて、予算
要求額の見直しを検討すること。

205 205 - - 現状通り

行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、事業の有効性、効率性及び成果実
績について、より一層の検証に努めると
ともに、直近３か年の低調な執行実績も
踏まえ概算要求を行った。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0087 - 令和3年度 ○ ○

092 沖縄の特殊事情に伴う特別対策に必要な経費
（沖縄振興開発金融公庫・補給金）

昭和48年度 終了予定なし 6,919 6,919 6,916  点検対象外 現状通り
沖縄振興開発金融公庫との連携を密にし、損
益見通しの一層の精度向上に努め、より適正
な水準の予算額を計上されたい。

2,437 5,238 2,801 - 現状通り

将来予測を含む翌年度決算見込みが算定
の基礎となるため、必然的に不確実性を
伴う事情があることから、予算額の精緻
化が困難な面があるが、引き続き、概算
要求時点において利用可能な情報（過去
の貸倒実績や将来の信用コストの見通し
等）を多角的な観点から検証するなどし
て、損益見通しの一層の精度向上に努め
てまいりたい。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0088 - 令和元年度 ○

093
沖縄の特殊事情に伴う特別対策に必要な経費
（沖縄振興開発金融公庫に対する出資金に必
要な経費）

平成14年度 終了予定なし - - -  点検対象外 現状通り
沖縄振興開発金融公庫との連携を緊密なもの
とし、予算の効率的な執行に努めること。

200 300 100 - 現状通り

引き続き、沖縄公庫の出融資業務等を的
確に把握できるよう、連携を緊密なもの
とし、予算の効率的な執行に努めること
としたい。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0089 - 令和元年度

094 沖縄のこどもの貧困対策に必要な経費 平成28年度 終了予定なし 1,560 1,560 1,345  点検対象外 現状通り
事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性及び効率性について、より一層の検
証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

1,681 1,881 200 - 現状通り
概算要求にあたっては、事業の進捗状況
等を把握したうえで、有効性及び効率性
について、より一層の検証に努めたい。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0090 - 令和3年度 ○

095 沖縄科学技術大学院大学学園に必要な経費 平成23年度 終了予定なし 21,592 21,607 21,470 

 この大学院を沖縄に設置するのは「沖縄
の振興及び自立的発展」を目的のひとつと
しているからであって、その部分の検証も
必要ではないか。よい研究をして成果を挙
げれば地元の振興と発展に役立っているは
ず、という推測だけではなく、実際の成果
を何かの方法で測ることを検討していただ
きたい。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえて、「沖縄の振興
及び自立的発展」という目的がどの程度果た
されているかという点について、適切な方法
でもって効果検証の上、対外的にも説明され
ることを検討されたい。その際には、定量的
な成果指標を設定することが望ましい。

19,582 22,230 2,648 - 現状通り

「沖縄の振興及び自立的発展」への寄与
について、OIST発スタートアップ数等を
用いた成果指標を設定する。なお、具体
の成果目標については、現時点で「R9年
50社」としているところ、建設中のイン
キュベータ施設の稼働も見据えつつ、R5
年8月時点のフォローアップ結果も踏ま
え、現在、改訂検討中である。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄科学技術大学院大学学園に必
要な経費

府 21 0091 書面点検 その他 平成30年度 ○

096 沖縄北部連携促進特別振興事業費 平成24年度 令和8年度 4,450 4,453 4,199  点検対象外 現状通り

北部地域の市町村や関係省庁との連携を密に
しながら、事業の進捗管理及び効果検証に取
り組み、優先度の高い事業に対して十分な支
援がなされるよう努めるべき。

4,450 4,450 - - 現状通り

北部地域の市町村や関係省庁との連携を
密にしながら、事業の進捗管理及び効果
検証に取り組み、優先度の高い事業に対
して十分な支援がなされるよう努める。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計

（項）沖縄北部連携促進特別振
興事業費（大事項）沖縄北部連
携促進特別振興事業に必要な経
費

府 21 0092 - 令和3年度 ○

097 沖縄の戦後処理対策に必要な経費 昭和50年度 終了予定なし 2,742 2,679 2,523  点検対象外 現状通り

沖縄総合事務局及び沖縄県担当者等との連携
を密にし、事業の進捗状況を的確に把握しな
がら、有効性、効率性及び成果実績につい
て、より一層の検証に努めるべき。

2,593 2,654 61 - 現状通り

　位置境界明確化事業及び所有者不明土
地問題対策については、地権者との協議
や人証・物証の減少から、成果実績（ア
ウトカム）に直結させることが難しい状
況ではあるが、より一層有効性・効率性
について検証できるよう、検討してまい
りたい。
　戦後処理対策予算の大宗を占める不発
弾等処理事業において、近年の執行実績
を踏まえつつ、県・市町村とも調整を行
い、不発弾等対策をより効果的に促進す
るため必要な経費として要求しているも
の。
　他の事業についても、沖縄総合事務局
及び沖縄県担当者等との連携を密にし、
事業の進捗状況を確認し、必要な経費を
要求している。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0093 - 令和3年度 ○ ○
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098 沖縄・地域安全パトロール事業 平成28年度 終了予定なし 465 465 370 

 これまでの経緯から、いろいろな意味で
重要な仕事であることは理解できる。今後
も続けるためには、費用対効果も含め、こ
の業務改善について沖縄社会の各年齢層、
各地域の多様な意見を聴取できる機会を増
やすべきであろう。たとえば琉球新報社、
沖縄タイムスなどの地元新聞やテレビ局、
地元大学、飲食店経営者団体、中小企業団
体などである。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、沖縄社会の各年
齢層、各地域の多様な意見を聴取する機会を
増やす等の工夫を凝らし、引き続き予算の効
率的な執行に努めること。

465 465 - - 現状通り

外部有識者の所見も踏まえ、各地域の多
様な意見にも耳を傾けつつ、関係機関と
の連携を密にし、引き続き効率的・効果
的な防犯パトロールを実施してまいりた
い。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0094 書面点検 その他 平成30年度

099 沖縄国際物流拠点活用推進事業 平成29年度 令和4年度 - 427 285  点検対象外 終了予定

事業所管部局による点検結果のとおり、本事
業による波及効果について継続的に検証する
こととし、今後、類似の事業を実施する場合
には、本事業で得られた知見やノウハウを最
大限生かし、より効率的・効果的な事業に実
施に努めること。

- - - - 予定通り終了

予定通り令和４年度で終了したが、沖縄
から搬出される製品の増加及び国際物流
拠点の活用を推進を図るため、事業後も
事業者の状況について確認を行う。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0096 - 令和3年度 ○

100 沖縄離島活性化推進事業 平成29年度 令和13年度 2,480 2,635 1,994  点検対象外 現状通り
近年の長期アウトカムの達成状況が低調であ
るため、その要因分析に努め、適切な改善策
を講じられたい。

2,480 3,000 520 - 現状通り

長期アウトカムの達成状況が低調である
ことについては、ほとんどの事業が観光
客数を成果指標としており、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を受け、観光客数
が減少したことにより目標値を達成しな
かったことが要因となっている。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0098 - 令和3年度 ○

101 沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業 令和2年度 令和13年度 747 744 673  点検対象外 現状通り
事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性及び効率性について、より一層の検
証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

747 747 - - 現状通り

事業実施主体に対し、事業内容やコスト
等について、引き続き適切に確認を行う
など、より一層事業の有効性や効率性に
ついて適切かつ的確な検証に努める。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0099 - 令和3年度 ○

102 沖縄の高校中退者等に係る人材育成推進に必
要な経費

平成30年度 終了予定なし 56 56 47  点検対象外 現状通り

事業の有効性、効率性及び成果実績につい
て、より一層の検証に努め、給付型奨学金の
令和６年度の給付見込み額を精査した上、概
算要求に適切に反映させること。

15 9 ▲6 - 現状通り

事業の有効性、効率性及び成果実績につ
いて検証するとともに、給付型奨学金の
令和６年度の給付見込み額を精査した上
で、適切に概算要求へ反映させた。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0101 - 令和3年度 ○

103 沖縄糖業振興対策事業に必要な経費 平成30年度 令和5年度 715 1,014 968  点検対象外 終了予定

本事業終了後も、掲げた成果目標への波及効
果は継続して検証することとし、今後、類似
の事業を実施する場合には、本事業で得られ
た知見やノウハウを最大限生かし、より効率
的・効果的な事業に実施に努めること。

500 - ▲500 - 予定通り終了

　当該事業は令和５年度をもって終了す
るが、本事業を通して得られた知見や外
部有識者及行政レビュー推進チームの所
見を踏まえ、今後の類似事業にも活用す
る。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0103 - 令和3年度 ○

104 沖縄国立大学法人施設整備に必要な経費 平成30年度 令和6年度 18,263 9,527 9,527  点検対象外 現状通り

事業実施省庁との連携を密なものとし、事業
の進捗状況を的確に把握しながら、効果的か
つ効率的な予算執行に努め、事業終了年度に
向けて沖縄健康医療拠点の整備を着実に進め
られたい。

14,262 25,254 10,991 - 現状通り

事業実施省庁と密に連携し、事業の進捗
状況を的確に把握しながら、効果的かつ
効率的な予算執行に努め、事業終了年度
に向けた沖縄健康医療拠点の着実な整備
に努める。

沖縄振興局 一般会計

（項）沖縄国立大学法人施設整
備費
（大事項）沖縄国立大学法人健
康医療拠点施設整備に必要な経
費

府 21 0105 - 令和元年度 ○

105 沖縄振興特定事業推進費 令和元年度 令和13年度 8,000 6,200 5,984  点検対象外 現状通り

交付対象である市町村等との連携を緊密なも
のとしながら、交付金事業の進捗管理及び効
果検証に努め、事業の目的に照らして優先度
の高い事業に配分すること。また、長期アウ
トカムの達成状況が極めて低調であるため、
その要因分析に努めた上、改善策を講じられ
たい。

8,500 8,500 - - 現状通り

今後も市町村等との連携を密にしなが
ら、事業の進捗管理及び効果検証に取り
組み、優先度の高い事業に対して十分な
支援ができるよう努めていく。また、長
期アウトカムの達成状況が極めて低調で
あることについては、ほとんどの事業が
観光客数を成果指標としており、新型コ
ロナウイルス感染症の影響を受け、観光
客数が減少したことにより目標値を達成
しなかったことが要因となっている。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄振興特定事業推進費
（大事項）沖縄振興特定事業の
推進に必要な経費

府 21 0107 - 令和3年度 ○

106 新たな沖縄観光サービス創出支援事業 令和3年度 終了予定なし 101 246 201  点検対象外 現状通り
事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性及び効率性について、より一層の検
証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

171 423 252 - 現状通り

これまでの執行状況等を踏まえ、概算要
求へ反映している。事業の実施にあたっ
ては、効率的・効果的な執行に努めてま
いりたい。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0108 - 令和4年度 ○

107 沖縄域外競争力強化促進事業 令和4年度 終了予定なし 915 493 469 

 予算・資金の流れはこのシートの記載で
よく理解できる。課題は、個々の事業がこ
れからどのように展開されるのかである。
沖縄の自立型経済の構築を一層促進するこ
とを最終目的とした目標体系図を作成する
ことをおすすめする。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、事業の進捗状況
を的確に把握しながら、事業の有効性及び効
率性について、より一層の検証に努め、予算
の効率的な執行を行うこと。

1,010 1,628 618 - 現状通り

これまでの執行状況等を踏まえ、概算要
求へ反映している。事業の実施にあたっ
ては、効率的・効果的な執行に努めてま
いりたい。

R4年度新規事業
政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0005 書面点検 前年度新規 ○ ○

108 沖縄型産業中核人材育成・活用事業 令和4年度 終了予定なし 368 307 273 

 随意契約での支出先をネットで調べた
が、妥当だと思う。また、アクティビティ
について「①の短期アウトカム（満足度）
については、目標値の70%を大きく超える
91.2%となっており、本事業で実施してい
る研修を通じて受講生の成長につながって
いる」、ということは良い。これを今後も
続けられるような計画（プログラム）を考
えるべきであろう。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、事業の進捗状況
を的確に把握しながら、事業の有効性及び効
率性について、より一層の検証に努め、予算
の効率的な執行を行うこと。

325 527 201 - 現状通り

これまでの執行状況等を踏まえ、概算要
求へ反映している。事業の実施にあたっ
ては、効率的・効果的な執行に努めてま
いりたい。

R4年度新規事業
政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0006 書面点検 前年度新規 ○

109 沖縄型クリーンエネルギー導入促進事業 令和4年度 終了予定なし 110 110 101 

 沖縄県の取り組みにも配慮した事業で、
必要性は認められる。また、令和5年度よ
り実施している「沖縄型クリーンエネル
ギー導入促進実証事業」に採択されたこと
も、意味があると考える。

現状通り
事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業
の有効性及び効率性について、より一層の検
証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。

361 1,753 1,392 - 現状通り

これまでの執行状況等を踏まえ、概算要
求へ反映している。事業の実施にあたっ
ては、効率的・効果的な執行に努めてま
いりたい。

R4年度新規事業
政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0007 書面点検 前年度新規 ○

110 公共交通利便性向上検討事業 令和4年度 令和5年度 15 15 11 

 基礎的な調査であり、定量的なアウトカ
ムの設定が困難であることは理解するが、
「どのような調査をし、今後それをどう生
かしていくのか」といったより具体的内容
の記載について検討していただきたい。

終了予定

外部有識者の所見を踏まえ、定性的なアウト
カムの内容を具体化させるなど、本レビュー
シートにおける説明内容の更なるブラッシュ
アップを検討すること。

20 - ▲20 - 予定通り終了

くらしや働く環境・観光周遊における自
家用車依存が依然高く、渋滞が慢性化し
生活や経済に影響している実態を把握し
た。
　これを踏まえ、今後、沖縄の持続可能
な交通環境構築に取り組むため、地域の
住まう方や訪れる方、地域の企業や観
光・教育・まちづくり関係者など交通を
活用する側とともに、それらのあり方を
含めたトータルでの交通サービスデザイ
ンの基礎の確立に取り組む。

R4年度新規事業 沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費（大事項）沖
縄政策の推進に必要な経費 府 21 0008 書面点検 前年度新規 ○

新23-001沖縄型スタートアップ拠点化推進事業 令和5年度 令和9年度 - - -  点検対象外 現状通り
事業の有効性・効率性・成果について適切か
つ的確に検証し、予算の効率的執行に努める
べき。

109 570 462 - 現状通り

これまでの執行状況等を踏まえ、概算要
求へ反映している。事業の実施にあたっ
ては、効率的・効果的な執行に努めてま
いりたい。

政策統括官（沖縄
政策担当）

一般会計
（項）沖縄政策費
　（大事項）沖縄産業技術開発
の推進に必要な経費

府
新
23

0003 - ○

新23-002沖縄国際交流体験促進事業 令和5年度 令和7年度 - - -  点検対象外 現状通り
事業の有効性・効率性・成果について適切か
つ的確に検証し、予算の効率的執行に努める
べき。

36 127 91 - 現状通り
事業の有効性・効率性・成果の検証を行
い、予算の効率的執行に努める。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費
　（大事項）沖縄政策の推進に
必要な経費

府
新
23

0004 - ○

新23-003農林水産物・食品の販売力強化支援事業 令和5年度 終了予定なし - - -  点検対象外 現状通り
事業の有効性・効率性・成果について適切か
つ的確に検証し、予算の効率的執行に努める
べき。

96 120 24 - 現状通り

　引き続き、事業の効率的な予算執行に
努めるとともに、今後成長が期待される
分野を見極め、事業目的を達成するた
め、効果的・効率的な執行に努める

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費
　（大事項）沖縄政策の推進に
必要な経費

府
新
23

0005 - ○

新23-004沖縄県産酒類に係る酒税の軽減措置の廃止に
伴う自立化支援に必要な経費

令和5年度 令和14年度 - - -  点検対象外 現状通り
事業の有効性・効率性・成果について適切か
つ的確に検証し、予算の効率的執行に努める
べき。

140 140 0 - 現状通り

事業の効果について適切に検証するとと
もに、執行実績も踏まえながら必要な経
費を要求し,予算の効率的執行に努めてい
く。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費
　（大事項） 沖縄政策の推進
に必要な経費

府
新
23

0006 - ○

新23-005沖縄県内の金融機関等のスタートアップ支援
に係る目利き力向上事業

令和5年度 令和7年度 - - -  点検対象外 現状通り
事業の有効性・効率性・成果について適切か
つ的確に検証し、予算の効率的執行に努める
べき。

17 30 13 - 現状通り

事業の効果について適切に検証するとと
もに、執行実績も踏まえながら必要な経
費を要求し,予算の効率的執行に努めてい
く。

沖縄振興局 一般会計
（項）沖縄政策費
　（大事項） 沖縄政策の推進
に必要な経費

府
新
23

0007 - ○

政策名：10．共生社会政策費
施策名：10．高齢社会対策大綱の作成・推進

111 高齢社会対策推進経費 昭和49年度 終了予定なし 32 32 21 点検対象外 現状通り

引き続き、一者応札の解消に向けた取り組み
を行い、効果的･効率的な事業の実施に努める
こと。また、効率的に執行した実績を概算要
求に反映させること。

32 32 ▲0 - 現状通り

引き続き、一者応札の解消に向けた取り
組みを行い、効果的･効率的な事業の実施
に努めること。また、効率的に執行した
実績を概算要求に反映させること。

政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0111 - 令和3年度

施策名：11．障害者基本計画の策定・推進

112 バリアフリー・ユニバーサルデザイン施策推
進経費

平成14年度 終了予定なし 3 3 3 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の適
切かつ効率的な執行に努めること。

3 3 ▲0 - 現状通り

引き続き、事業の適切な進捗管理、予算
の適切かつ効率的な執行に努めるととも
に、概算要求においては、単価の改定に
伴い増額となったところもあるが、真に
必要な経費について精査を行い、前年度
予算額を超えないものとした。

政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0112 - 令和3年度

113 障害者施策推進経費 昭和56年度 終了予定なし 118 118 79 点検対象外 現状通り

引き続き、一者応札の解消に向けた取り組み
を行い、効果的･効率的な事業の実施に努める
こと。また、効率的に執行した実績を概算要
求に反映させること。

122 138 16 - 現状通り

所見も踏まえつつ、一社応札の解消に向
けた取組を行い、引き続き、効果的・効
率的な事業の実施等に努めてまいりた
い。

重要政策推進枠:30
政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0113 - 令和3年度
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施策名：12．交通安全基本計画の作成・推進

114 交通安全対策推進経費 昭和45年度 終了予定なし 76 76 62 点検対象外 現状通り

一者応札の解消に向けた取り組みを行い、引
き続き、効果的･効率的な事業の実施に努める
こと。また、効率的に執行した実績を概算要
求に反映させること。

79 92 13 - 現状通り
一者応札の解消に向けた取り組みを行
い、引き続き、効果的･効率的な事業の実
施に努めてまいりたい。

重要政策推進枠:21
政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0114 - 令和2年度

施策名：13．青年国際交流の推進

115 青年国際交流経費 昭和34年度 終了予定なし 561 561 415 点検対象外 現状通り

一者応札の解消に向けた取り組みを行い、引
き続き、効果的･効率的な事業の実施に努める
こと。また、効率的に執行した実績を概算要
求に反映させること。

1,331 1,386 55 - 現状通り

令和5年度以降は大部分の事業において従
来通りの対面交流が見込まれるところ、
コロナ禍で実施してきたオンライン交流
のメリットも踏まえ、引き続き、効果
的・効率的な事業の実施等に努めて参り
たい。

重要政策推進枠:189
政策統括官（政策
調整担当）

一般会計
（項）共生社会政策費（大事
項）共生社会政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0117 - 令和4年度

政策名：11．遺棄化学兵器廃棄処理
政策名：14．遺棄化学兵器の廃棄処理の実施

116 遺棄化学兵器廃棄処理事業経費 平成11年度 終了予定なし 61,468 62,018 49,705 点検対象外 現状通り

一者応札の解消に向けた取り組み及び随意契
約の見積内容の精査を行い、引き続き、効果
的･効率的な事業の実施に努めること。また、
効率的に執行した実績を概算要求に反映させ
ること。

50,032 50,959 927 - 現状通り

行政事業レビュー推進チームの所見を踏
まえ、一者応札の解消に向けた取り組み
として、引き続き仕様書の標準化や入札
公告期間の延長等を行い、なおも一者応
札が継続する事業については公募による
随意契約へ移行するとともに、随意契約
の見積内容を精査し、価格交渉を実施す
ることで、効果的・効率的な事業の実施
に努める。また、効率的に執行した実績
を概算要求に適切に反映させる。

遺棄化学兵器処理
担当室

一般会計
（項）遺棄化学兵器廃棄処理事
業費（大事項）遺棄化学兵器廃
棄処理事業に必要な経費

府 21 0118 - 令和4年度 ○

政策名：12．重要土地調査
政策名：15．重要土地等の調査及び規制等の実施

117 重要土地等調査に必要な経費 令和3年度 終了予定なし 922 1,464 1,257 

 本事業は指標の設定が難しいと思われる
が、基礎資料の作成にあたって、民間委託
の件数の指標を掲げている点は疑問であ
る。本事業のロジックモデルは描きにくい
が工夫の余地もありそうである。例えば、
ロジックモデルとしては重要土地調査法の
全体を描き、そのなかで、調査の部分だけ
が本事業であるという説明を付した上で、
現地・現況調査件数、所有者等からの報告
徴収件数や刑事罰適用件数、調査結果を踏
まえた利用規制件数・勧告命令件数、調査
結果を踏まえた国による土地の買取件数な
どを指標の候補として検討することもでき
そうである。

現状通り

外部有識者の所見による、指標の検討を行
い、引き続き、効果的･効率的な事業の実施に
努めること。また、効率的に執行した実績を
概算要求に反映させること。

533 770 238 - 現状通り

前提として、重要土地等調査法に基づく
土地等利用状況調査を実施するために
は、法律上、注視区域等の区域の指定が
必要である。本事業を説明するに当た
り、調査の部分だけではなく本法に基づ
く区域の指定部分も一体不可分であると
考えている。
ご指摘いただいた、例えば報告徴収件数
や刑事罰適用件数等については、現状、
指標を設定するに当たり十分な実績がな
いことや、そのような事態が生じず、重
要施設等の機能阻害につながる行為が発
生しないことが望ましい等の背景もある
ことから、指標とすることは困難である
と考えている。そうしたことも考慮の
上、重要土地等調査法の着実な執行のた
めに必要な基礎資料の作成や情報の整備
に関する業務を民間に委託する件数を指
標として設定した。
引き続き、効果的・効率的な事業の実施
に努めることとし、効率的に執行した実
績を概算要求に反映するよう努めてい
く。

重要政策推進枠:265
政策統括官（重要
土地担当）

一般会計
（項）重要土地等調査費（大事
項）重要土地等調査に必要な経
費

府 21 0119 書面点検 前年度新規 ○

政策名：13．経済安全保障

施策名：16．安全保障の確保に関する経済施策の推進

新23-008経済安全保障の確保の推進に必要な経費 令和5年度 終了予定なし - - - 点検対象外 現状通り
事業の有効性・効率性・成果について適切か
つ的確に検証し、予算の効率的執行に努める
べき。

447 868 422 - 現状通り
所見を踏まえ、事業の有効性・効率性・
成果について適切かつ的確に検証し、効
率的かつ効果的な予算執行に努める。

重要政策推進枠：484
そのほか事項要求

政策統括官（経済
安全保障担当）

一般会計
（項）経済安全保障確保推進費
（大事項）経済安全保障の確保の
推進に必要な経費

府
新
23

0008 - ○ ○

政策名：14．地方分権
施策名：17．地方分権改革に関する施策の推進

政策名：14．男女共同参画
施策名：18．男女共同参画基本計画の作成・推進

118
男女共同参画に関する普及・啓発に必要な経
費

平成6年度 終了予定なし 42 42 38 点検対象外 現状通り

過去に外部有識者からの所見で指摘された広
報媒体の検討を踏まえつつ、引き続き、事業
の実施のために必要な予算確保に努め、適正
な予算の執行に努めること。

47 40 ▲7 － 現状通り

外部有識者の指摘を踏まえ、引き続き、
広報媒体を検討するとともに、更なる事
業の見直し及び効果的かつ効率的な予算
執行に努める。

男女共同参画局 一般会計
（項）男女共同参画社会形成促
進費（大事項）男女共同参画社
会の形成の促進に必要な経費

府 21 0120 - 令和3年度

119
男女共同参画を促進するための地方公共団
体・民間団体等との連携に必要な経費

平成13年度 終了予定なし 50 50 25 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

54 78 24 － 現状通り
更なる事業の見直し及び効果的かつ効率
的な予算執行に務める。

男女共同参画局 一般会計
（項）男女共同参画社会形成促
進費（大事項）男女共同参画社
会の形成の促進に必要な経費

府 21 0121 - 令和3年度

120 国際交流・国際協力の促進に必要な経費 平成12年度 終了予定なし 62 62 51 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

116 72 ▲44 － 現状通り
更なる事業の見直し及び効果的かつ効率
的な予算執行に努める。

男女共同参画局 一般会計
（項）男女共同参画社会形成促
進費（大事項）男女共同参画社
会の形成の促進に必要な経費

府 21 0122 - 令和2年度

121
女性に対する暴力の根絶に向けた取組に必要
な経費

平成16年度 終了予定なし 1,712 1,588 1,337 点検対象外 現状通り

交付金対象事業等の効果測定や検証を行い、
適切かつ効果的な交付金活用のためのフォ
ローアップに努めること。また一者応札の現
状については、引き続き参入可能な事業者の
事前調査及び参入要件の緩和を検討するな
ど、一者応札の是正に努めること。

884 1,327 443 － 現状通り

交付金対象事業等の効果測定や検証を行
い、適切かつ効果的な交付金活用のため
のフォローアップに努めるとともに、更
なる事業の見直し及び効果的かつ効率的
な予算執行に努める。また、一者応札の
是正に向けて調達における競争性の確保
に努める。

試行版RS
重点FU

男女共同参画局 一般会計
（項）男女共同参画社会形成促
進費（大事項）男女共同参画社
会の形成の促進に必要な経費

府 21 0123 - 令和2年度 ○

122 女性の参画の拡大に向けた取組に必要な経費 平成9年度 終了予定なし 77 77 33 点検対象外 現状通り
一者応札の現状については、参入可能な事業
者の事前調査及び参入要件の緩和を検討する
など、一者応札の是正に努めること。

86 86 0 － 執行等改善

一社応札の現状のついては、公告後、こ
れまでに応札実績のある事業者や入札説
明書を取りに来た事業者に対し、公告内
容を連絡する等の対応を行う。

男女共同参画局 一般会計
（項）男女共同参画社会形成促
進費（大事項）男女共同参画社
会の形成の促進に必要な経費

府 21 0124 - 令和2年度

123 女性活躍促進に向けた取組に必要な経費 平成25年度 終了予定なし 975 871 789 点検対象外 現状通り

交付金対象事業の効果測定や検証を行い、適
切かつ効果的な交付金活用のためのフォロー
アップに努めること。また、引き続き、事業
の適切な進捗管理、予算の効果的かつ効率的
な予算執行に努めること。

300 700 400 － 現状通り

交付金対象事業の効果測定や検証を行
い、適切かつ効果的な交付金活用のため
のフォローアップに努めるとともに、更
なる事業の見直し及び効果的かつ効率的
な予算執行に努める。

【予備費】
176百万円（令和４年
４月28日閣議決定）

男女共同参画局 一般会計
（項）男女共同参画社会形成促
進費（大事項）男女共同参画社
会の形成の促進に必要な経費

府 21 0125 - 令和2年度 ○

124 仕事と生活の調和の推進に必要な経費 平成20年度 終了予定なし 15 15 7 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

18 18 0 － 現状通り
更なる事業の見直し及び効果的かつ効率
的な予算執行に努める。

男女共同参画局 一般会計
（項）男女共同参画社会形成促
進費（大事項）男女共同参画社
会の形成の促進に必要な経費

府 21 0126 - 令和元年度

政策名：16．食品安全
施策名：19．食品健康影響評価に関する施策の推進

125 食品健康影響評価技術の研究に必要な経費 平成17年度 終了予定なし 189 189 186 点検対象外 現状通り
引き続き予算の効率的執行に努め、執行実績
や執行見込を適切に概算要求に反映させるこ
と。

189 256 67 － 現状通り

引き続き、外部専門家を含む「研究・調
査企画会議」による事前評価や、研究計
画における経費・使途の確認作業を実施
し、競争的資金制度の趣旨を踏まえて適
正に事業を実施する。

食品安全委員会 一般会計
（項）食品安全政策費（大事
項）食品健康影響評価技術の研
究に必要な経費

府 21 0127 - 令和元年度 ○

126 リスクコミュニケーション実施経費 平成15年度 終了予定なし 24 24 10 

 目標値は達成しているものの、予算の執
行率が低いが、コスト削減に努めたことに
よるものなのか。本事業は、食品安全に関
する国民の知識と理解を深めるために必要
な事業ではあるが、予算と執行の乖離の要
因を明確にしたうえで、予算の縮減を図る
必要があるのではないか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、予算と執行の乖
離の要因を明確にしたうえで、執行実績を適
切に概算要求に反映させること。

24 24 ▲0 － 現状通り

昨年度は新型コロナウイルス感染症の影
響を受け、人を集めてのリスコミが十分
に実施できなかったことから不用額が大
きくなった。本年度より、対面で開催さ
れるイベントや学会への参加が再開され
ている。引き続き、web会議、動画の作
成・配信等、インターネットも活用しな
がら、効果的なリスコミを目指しつつ、
効率的かつ適正な予算の執行に努める。

食品安全委員会 一般会計
（項）食品安全政策費（大事
項）食品安全の確保に必要な経
費

府 21 0128 書面点検 その他 平成30年度

政策名：17．公益認定等
施策名：20．公益法人制度改革等の推進

127
公益法人制度の適正な運営の推進に必要な経
費

平成19年度 終了予定なし 44 44 43 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

40 41 1 － 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算
の効果的かつ効率的な予算執行に努め
る。

公益認定等委員会 一般会計
（項）公益法人制度適正運営推
進費（大事項）公益法人制度の
適正な運営の推進に必要な経費

府 21 0129 - 令和4年度

政策名：18．経済社会総合研究所
施策名：21．経済社会総合研究の推進

128 経済社会活動の総合的研究に必要な経費 平成12年度 終了予定なし 382 382 274 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、参入可能な事業者
の事前調査及び参入要件の緩和を検討するな
ど、一者応札の是正に努めること。

380 413 33 － 現状通り
所見を踏まえ、一者応札の是正に努める
とともに、引き続き、事業の適切な進捗
管理、適切かつ効率的な執行に努める。

経済社会総合研究
所

一般会計
（項）経済社会総合研究所（大
事項）経済社会活動の研究等に
必要な経費

府 21 0130 - 令和元年度 ○

129 国民経済計算に必要な経費 平成12年度 終了予定なし 122 122 107 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、参入可能な事業者
の事前調査及び参入要件の緩和を検討するな
ど、引き続き一者応札の是正に努めること。

122 122 0 － 現状通り

一般競争入札の実施に当たっては、参入
要件の緩和や市場価格調査の実施、公告
期間の十分な確保などにより、引き続き
一者応札の是正に努める。

経済社会総合研究
所

一般会計
（項）経済社会総合研究所（大
事項）経済社会活動の研究等に
必要な経費

府 21 0131 - 令和3年度 ○

130 経済研修所運営に必要な経費 平成12年度 終了予定なし 9 9 4 点検対象外 現状通り

過去の外部有識者の所見を踏まえ、同種研修
の比較及び継続性について検討すること。ま
た、事業の有効性及び効果について適切に検
証するとともに、予算の効率的執行に努める
こと。

9 9 0 － 現状通り

過去の外部有識者や行政事業レビュー推
進チームの所見を踏まえ、令和６年度研
修計画の策定に際し、同種研修の比較及
び継続性、また事業の有効性等について
検討してまいりたい。予算については引
き続き効率的執行に努める。

経済社会総合研究
所

一般会計
（項）経済社会総合研究所（大
事項）経済社会活動の研究等に
必要な経費

府 21 0132 - 令和4年度
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政策名：19．迎賓施設
施策名：22．迎賓施設の適切な管理・運営

131 赤坂迎賓館参観経費 平成28年度 終了予定なし 639 639 427 点検対象外 現状通り

ポストコロナを見据えつつ、効率的かつ効果
的な参観手法の在り方等の検討を継続して行
うとともに、執行実績を適切に概算要求に反
映させること。
一者応札となった要因を検証し、競争性が確
保されるよう事業の実施に努めること。

639 698 59 - 現状通り

引き続き、魅力的な一般参観となるよ
う、企画の充実等を図るとともに、様々
な試行的取組を通じ、効率的かつ効果的
な参観手法の在り方等の検討を継続して
行う。概算要求においては執行実績を踏
まえつつ、参観者数の回復を見据え、真
に必要な要員の配置を精査し、適切な要
求に努める。運営等業務の調達について
は、事業者から応札の障害となる要因の
聞き取りを行って仕様等に反映し、引き
続き、競争性の確保に努める。

迎賓館 一般会計
（項）迎賓施設運営費（大事
項）迎賓施設の運営に必要な経
費

府 21 0133 - 令和3年度

132 京都迎賓館参観経費 平成28年度 終了予定なし 243 243 136 点検対象外 現状通り

ポストコロナを見据えつつ、効率的かつ効果
的な参観手法の在り方等の検討を継続して行
うとともに、執行実績を適切に概算要求に反
映させること。
一者応札となった要因を検証し、競争性が確
保されるよう事業の実施に努めること。

235 234 ▲2 - 現状通り

必要な感染拡大防止策を引き続き講じな
がら安心・安全な参観の実施に努め、参
観者から高い満足度が引き続き得られる
よう、効率的かつ効果的な参観手法のあ
り方の検討を行う。また、運営業務等の
概算要求にあっては、執行実績やコスト
抑制を意識した参観方式ごとの予定日数
の設定、真に必要な要員の配置を踏まえ
た適切な概算要求に努める。調達につい
ては、事業者から応札の障害となる要因
の聞き取りを行って仕様等に反映し、引
き続き、競争性の確保に努める。

迎賓館 一般会計
（項）迎賓施設運営費（大事
項）迎賓施設の運営に必要な経
費

府 21 0134 - 令和3年度

政策名：20．科学技術・イノベーション政策
施策名：23．科学技術・イノベーション基本計画の策定・推進

133
戦略的イノベーション創造プログラム（エネ
ルギー分野、次世代インフラ分野及び地域資
源分野）

平成26年度 終了予定なし 34,077 34,378 34,302 点検対象外 現状通り

過去の外部有識者所見を踏まえ、外部点検の
検討を含め、適切な目標の設定と各府省の協
力を得て、アカウンタビリティの質の向上に
努めること。

28,000 28,000 - - 現状通り

過去の外部有識者所見、外部点検の検討
等も含め、適切な目標の設定と各府省の
協力を得て、アカウンタビリティの質の
向上に努める。

重要政策推進枠：
2,800

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術イノベーション
創造推進費（大事項）科学技術
イノベーション創造の推進に必
要な経費

府 21 0136 - 令和4年度 ○ ○

134 科学技術イノベーション創造推進費（健康・
医療分野）

平成26年度 終了予定なし 17,500 19,068 19,068 

 日本医療研究開発機構に補助金を交付
し、この機構がその補助金をさらに委託で
国立大学法人や研究開発法人、私立大学に
渡している。各法人や大学などは法令で決
まった評価を行っているはずで、その委託
で行った研究をどのように自己評価してい
るのか。定量的アウトカムの測定、指標設
定が難しいのであれば、こうした別の手立
てを考えるべきである。

事業内容の一部
改善

外部有識者の所見を踏まえ、事業の適切な進
捗管理、予算の効率的かつ効果的な執行に努
めること。

17,500 17,500 - - 年度内に改善を
検討

外部有識者の所見等を踏まえ、各法人の
自己評価等の活用を検討するなど、事業
の適切な進捗管理、予算の効率的かつ効
果的な執行に努める。

重要政策推進枠：
1,750

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術イノベーション
創造推進費（大事項）科学技術
イノベーション創造の推進に必
要な経費

府 21 0137 書面点検 その他 令和2年度 ○ ○

135 官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM） 平成30年度 終了予定なし 14,626 12,350 12,349 点検対象外 現状通り

予算配分案の検討にあたっては、第三者評価
を行う審査会を設置し、年度ごとの効果を検
証するなど、事業を効率的・効果的に運営す
るための取組みが見受けられる。
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
率的かつ効果的な執行に努めること。

10,000 10,000 - - 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算
の効率的かつ効果的な執行に努める。

重要政策推進枠：
1,000

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術イノベーション
創造推進費（大事項）科学技術
イノベーション創造の推進に必
要な経費

府 21 0138 - 令和元年度

新23-006原子力政策の検討及び理解増進 令和5年度 終了予定なし 46 46 35 点検対象外 現状通り
過去の公開プロセスの所見を踏まえ、引続き
適切な指標を設定し、国民の理解を得られる
よう事業を実施すること。

46 86 40 - 現状通り
過去の公開プロセスの所見等も踏まえ、
引続き適切な指標を設定しつつ、国民の
理解を得られるよう事業を実施する。

重要政策推進枠：44
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府
新
23

0006 - ○

新23-007原子力の国際協力及び各省庁連携の推進 令和5年度 終了予定なし 91 91 54 点検対象外 現状通り
過去の公開プロセス、外部有識者の所見を踏
まえ、適切な執行に努めること。

109 141 32 - 現状通り
過去の公開プロセス、外部有識者の所見
等も踏まえ、適切な執行に努める。

重要政策推進枠：38
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府
新
23

0007 - ○

政策名：21．健康・医療
施策名：24．匿名加工医療情報に関する施策の推進

136
次世代医療基盤法に関する国民・患者の理解
の増進に必要な経費

令和元年度 終了予定なし 54 54 49 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施、予算
の適切かつ効率的な執行に努めること。

48 48 - 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施、
予算の適切かつ効率的な執行に努める。

健康・医療戦略推
進事務局

一般会計
（項）健康・医療戦略推進事務
局（大事項）健康・医療戦略の
推進等に必要な経費

府 21 0139 - 令和2年度

137 匿名加工医療情報の利活用に必要な経費 令和元年度 終了予定なし 62 62 15 点検対象外 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施、予算
の適切かつ効率的な執行に努めること。

65 65 0 現状通り
引き続き、効果的･効率的な事業の実施、
予算の適切かつ効率的な執行に努める。

重要政策推進枠：33
健康・医療戦略推
進事務局

一般会計
（項）健康・医療戦略推進事務
局（大事項）健康・医療戦略の
推進等に必要な経費

府 21 0140 - 令和2年度

政策名：22．宇宙政策
施策名：25．宇宙開発利用に関する施策の推進

138 宇宙利用拡大の調査研究 平成26年度 終了予定なし 420 420 326 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、効果的・
効率的な事業の実施に努めること。

420 420 - - 現状通り
所見を踏まえ、引き続き事業の進捗状況
等を確認して、効果的・効率的な事業の
実施に努める。

宇宙開発戦略推進
事務局

一般会計
（項）宇宙開発戦略推進事務局
（大事項）宇宙開発利用政策の
推進に必要な経費

府 21 0141 - 令和2年度 ○

139 実用準天頂衛星システム事業の推進 平成24年度 令和14年度 25,000 23,502 23,439 点検対象外 現状通り

過去の外部有識者の所見を踏まえ、適切な目
標を設定し、効果的・効率的な事業の実施に
努めること。
また、効率的に執行した実績を概算要求に反
映させ、コストの縮減に努めること。

16,747 21,727 4,980 - 現状通り
所見を踏まえ、引き続き事業の進捗状況
等を確認して、効果的・効率的な事業の
実施に努める。

重要政策推進枠7,134
宇宙開発戦略推進
事務局

一般会計
（項）宇宙開発戦略推進事務局
（大事項）宇宙開発利用政策の
企画立案等に必要な経費

府 21 0142 - 令和4年度 ○

140 宇宙開発利用推進費 令和2年度 終了予定なし 12,050 9,230 8,594 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、適切な目
標を設定し、効果的・効率的な事業の実施に
努めること。

2,300 1,470 ▲830 - 現状通り
引き続き過去の外部有識者の所見を踏ま
え、適切な目標を設定し、効果的・効率
的な事業の実施に努める。

重要政策推進枠1,170
宇宙開発戦略推進
事務局

一般会計
（項）宇宙開発戦略推進事務局
（大事項）宇宙開発利用の推進
に必要な経費

府 21 0143 - その他 令和4年度 ○

政策名：23．北方対策
施策名：26．北方領土問題解決促進のための施策の推進

141 北方領土返還要求運動推進等経費 昭和43年度 終了予定なし 53 53 44 点検対象外 現状通り
一者応札となった要因を検証し、競争性が確
保できるよう事業の実施に努め、執行実績を
踏まえた概算要求を行うこと。

64 64 0 - 現状通り
一者応札となった要因を検証し、競争性
が確保されるような見直しを行うよう努
める。

北方対策本部 一般会計
（項）北方対策本部（大事項）
北方領土問題対策に必要な経費 府 21 0144 - 令和4年度 ○

政策名：24．海洋政策
施策名：27．有人国境離島施策の推進

142 有人国境離島政策の推進に必要な経費 平成29年度 令和8年度 5,236 5,736 4,965 

①成果目標に関して：現状では、個々の施
策の効果が不明なものが多い。各地域の人
口減少の原因分析とその解決に資するもの
かどうか再検討する必要がある。その際、
都道県計画においてKPIが設定されている
ことから、それらを使った全体のKPIを作
成し、本事業の成果指標とするべきであ
る。なお、15の地域、71の島、それぞれの
個別事情に合わせた成果指標があればわか
りやすい。
②事業の改善に関して：この事業全体とし
てではなく、各地域におけるニーズを勘案
した効果を、それぞれ確認すべきである。
他方で、国益に関わることなので、地方自
治体に任せるだけではなく、国として積極
的で思い切った関与も必要。その際、国
（総合海洋政策推進事務局）が考える緊急
度の高い順番に重点化した成果把握が必要
であろう。

事業内容の一部
改善

今年度の公開プロセスにおける議論及び外部
有識者の所見を踏まえ、各地域の人口減少の
原因分析に努め、その解決に向けた個々の施
策の有効性を再検証した上、成果指標の見直
しを検討するとともに、各地域におけるニー
ズを勘案した効果を把握するなど、事業内容
の一部改善を図られたい。

5,033 5,898 864 - 現状通り

・都道県計画で設定しているKPIと関連さ
せたKPIの設定について検討する。また、
引き続き人口増減について把握するとと
もに個々の施策の効果を分析していく。
・地域の特性を踏まえた状況・課題を把
握し、都道県や関係市町村と連携をとり
つつ、これまで以上に効率的・効果的な
執行に努める。

総合海洋政策推進
事務局

一般会計
（項）有人国境離島政策推進費
（大事項）有人国境離島政策の
推進に必要な経費

府 21 0152 公開プロセス その他 平成30年度 ○

政策名：25．国際平和協力
施策名：28．国際平和協力に関する施策の推進

143 国際平和協力隊の派遣等経費 平成4年度 終了予定なし 207 207 118 

 ①予算の執行率が令和2年度41％、令和3
年度42％。令和4年度57％だったのはなぜ
か。②短期的には、活動の要請元（国連・
ＭＦＯ等）や活動国（現地政府）等からの
評価により確認できるため、とあるが、そ
の評価とは何か。③国際平和協力隊の派遣
という事業名ならば、どこに、何人派遣し
たのか、その実績数値を示すべきであろ
う。このような方法を駆使して、定量的ア
ウトカム測定に代える評価を考える努力は
するべきである。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、定量的アウトカ
ム測定に代える検討を行うこと。予算の効率
的執行に努め、不用額が生じていることも踏
まえ、執行実績を適切に概算要求に反映させ
ること。

205 231 27 - 現状通り

これまでに我が国が派遣した要員の能
力・実績が評価され追加派遣要請を受け
る等しており、効率的な執行に努めると
ともに、突発的な情勢変化や新規要請に
対応できるよう、執行実績を踏まえた予
算要求を行っているところ。国際平和協
力という政策の性質上、数値化した定量
的な目標はなじまないが、実績数値の記
載については引き続き検討してまいりた
い。

国際平和協力本部 一般会計
（項）国際平和協力本部（大事
項）国際平和協力業務の実施等
に必要な経費

府 21 0153 書面点検 その他 令和4年度

144 国際平和協力のための人材育成経費 平成17年度 終了予定なし 36 36 21 点検対象外 現状通り

人材の確保に向けた採用手法、人材育成手法
等を検証し、効果的な取組を実施するととも
に、予算の効率的執行に努め、執行実績等を
適切に概算要求に反映させること。

50 50 - - 現状通り

これまで多くの人材を国際機関等へ着実
に輩出しており、国際平和協力懇談会の
報告等で示された政策目的は十分に達成
してきているところではあるが、人材の
採用・育成手法を適宜見直しながら、引
き続き国際平和協力研究員制度を適切に
運用し、予算の効率的執行に努める。

国際平和協力本部 一般会計
（項）国際平和協力本部（大事
項）国際平和協力業務の実施等
に必要な経費

府 21 0154 - 令和3年度

145 人道救援物資備蓄経費 平成9年度 終了予定なし 425 146 108 

 定量的アウトカム測定が難しいのであれ
ば、別の方法を検討するべきである。たと
えば調達及び備蓄（物資の保管・管理）に
ついて、具体的に何を、どこに、いくら出
したのか、その結果報告を、数字で分かる
ように示すことはできるはず。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、アウトカム測定
について検討を行うこと。予算の効率的執行
に努め、執行実績を適切に概算要求に反映さ
せること。

145 182 37 - 現状通り
引き続き予算の効率的執行に努めるとと
もに、アウトカム測定の方法について検
討を行う。

国際平和協力本部 一般会計
（項）国際平和協力本部（大事
項）国際平和協力業務の実施等
に必要な経費

府 21 0155 書面点検 その他 令和2年度
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政策名：26．日本学術会議
施策名：29．日本学術会議に関する施策の推進

146 各国アカデミーとの交流等の国際的な活動 昭和２３年度 終了予定なし 218 218 187 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、効果的・
効率的な事業の実施に努めること。

210 - ▲210 - 現状通り
引き続き、効果的・効率的な事業の実施
に努める。

事項要求 日本学術会議 一般会計
（項）日本学術会議（大事項）
科学に関する重要事項の審議等
に必要な経費

府 21 0156 - 令和4年度

147 科学の役割についての普及・啓発 昭和６１年度 終了予定なし 6 6 6 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見も踏まえ、引き続
き、予算の効果的･効率的な事業の実施に努め
ること。

6 - ▲6 - 現状通り
引き続き、経費の使途等をしっかりと確
認の上、効果的・効率的な事業の実施に
努める。

事項要求 日本学術会議 一般会計
（項）日本学術会議（大事項）
科学に関する重要事項の審議等
に必要な経費

府 21 0157 - 令和3年度

148 科学者間ネットワークの構築 昭和２４年度 終了予定なし 7 7 4 点検対象外 現状通り
引き続き、予算の効果的･効率的な事業の実施
に努めること。

7 - ▲7 - 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算
の効果的・効率的な執行に努める。

事項要求 日本学術会議 一般会計
（項）日本学術会議（大事項）
科学に関する重要事項の審議等
に必要な経費

府 21 0158 - 令和2年度

政策名：27．官民人材交流センター
施策名：30．国家公務員の再就職支援及び官民の人材交流の円滑な実施の支援

149 国家公務員の再就職支援経費 平成25年度 終了予定なし 42 40 26 点検対象外 現状通り
効果的・効率的な事業実施に努め、執行実績
等を適切に概算要求に反映させること。

46 49 3 - 現状通り

引き続き、事業概要①においては丁寧な
求人開拓活動等に尽力し、事業概要②に
おいては一層の周知等に取り組むことに
より支援対象者数の更なる増加を図り、
効果的・効率的な事業実施に努める。

官民人材交流セン
ター

一般会計
（項）官民人材交流センター
（大事項）官民人材交流セン
ターの運営に必要な経費

府 21 - 0159 - - 令和3年度

いずれの政策・施策にも関連しないもの

150 内閣本府庁舎等施設の整備に必要な経費 平成13年度 終了予定なし 356 214 198  引き続き、経費削減を図りつつ、官庁等
の適正な維持管理に努めていただきたい。

現状通り

引き続き、一者応札となった要因を検証し、
競争性が確保されるよう事業の実施に努め、
効果的･効率的な事業の実施に努めるととも
に、効率的な執行の実績を概算要求に反映さ
せること。

541 714 173 - 現状通り

引き続き、中長期の整備計画に基づく、
効果的かつ効率的な整備を行う。
また、後年度における負担も考慮しつ
つ、改修等の必要性が高い場合に適切な
整備を行う。
一者応札については、複数社が入札に参
加できるよう、公告期間を従前より確保
するとともに、入札に参加可能な事業者
に対して市場価格調査や公告後の声掛け
を実施し、競争性を確保する。

大臣官房
会計課

一般会計
（項）内閣本府施設費（大事
項）内閣本府施設整備に必要な
経費

府 21 - 0160 - 書面点検 その他 令和3年度

151 新たな国立公文書館施設の整備に必要な経費 平成30年度 終了予定なし 1,018 957 942 

書庫の不足の解消は一時的なものでしかな
く、経年的なモニタリングの必要性は薄
い。そもそも建設中の施設において、書庫
の不足が解消されることはない。供用開始
直前に所蔵資料等の移管が行われてはじめ
て書庫の不足の解消は実現する。このよう
な意味で現在の指標は見直すべきである。
新施設は令和5年より着工し、令和10年に
完成する。そのためには建設計画があり、
これに基づく行政の諸活動が行われてい
る。そうであれば、建設期間中の指標は計
画の進捗管理であるべきである。なお、令
和10年以降は新施設の運用面の評価に切り
替わり、国立公文書館法に基づく活動内容
の評価が中心に据えられる。書庫の不足の
解消は令和10年のみの指標にとどまるはず
である。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、指標の検討を行
い、引き続き、効果的･効率的な事業の実施に
努めること。また、効率的に執行した実績を
概算要求に反映させること。

1,645 3,753 2,109 - 現状通り 所見を踏まえ、指標の見直しを行った。
大臣官房
公文書管理課

一般会計
（項）内閣本府施設費（大事
項）内閣本府施設整備に必要な
経費

府 21 - 0161 - 書面点検 最終実施年度 令和元年度

152 独立行政法人国立公文書館運営費交付金に必
要な経費

平成13年度 終了予定なし 2,411 2,411 2,411 

①成果指標に関して
　内閣府の独立行政法人としての組織実態
に即した指標を検討いただきたい。その上
で具体的には、全体の成果の進捗度合いが
分かる保存・利用・展示などに分けた成果
目標を設定し、それに合わせた指標の工夫
が必要。ロジックモデルを描き、レビュー
シートを書き換える必要がある。
②事業の改善に関して
　業務改善については、国民の視点、国と
しての視点、別々に行う必要がある。それ
ぞれをふまえた指示を、内閣府は法人に提
示するべきである。もちろん、独立行政法
人としての自己評価、国立公文書館として
の自己評価も重要で、それを国民にわかり
やすく示す必要がある。その際、全国に
多々ある図書館一般の指標（利用者拡大･
アクセス件数）もあるだろうが、日本国の
国立公文書館は、特別のミッションもあ
る。設立の経緯も違い、その国における役
割･立場も違う各国の図書館との比較も参
考になるが、何をどのように比較して､い
かに参考にするのかを国民に提示すると有
益であろう。

事業内容の一部
改善

公開プロセスの結果を踏まえ、①成果指標に
関して、ロジックモデルを描き全体の成果の
進捗度合が分かる成果目標・指標の設定を行
うこと。②事業の改善に関して、指摘された
諸課題を踏まえ、事業内容の改善を検討する
こと。
また、引き続き、一者応札となった要因を検
証し、競争性が確保されるよう事業の実施に
努め、効果的･効率的な事業の実施に努めるこ
ととし、効率的に執行した実績を概算要求に
反映させること。

2,412 3,004 592 - 現状通り

成果指標に関して、外部有識者の所見を
踏まえ、ロジックモデルを作成し、レ
ビューシートに反映した。
事業の改善については、追加した成果指
標の達成状況をもとに、今後の業務改善
につなげていく。
一者応札となった契約については、入札
説明会の参加業者等から入札不参加の事
情聴取を行うなどの原因分析を行い、聴
取内容を踏まえて仕様書の見直しや公告
期間の十分な確保を実施することで競争
性が確保されるよう事業の実施に努め
る。また、効果的･効率的な事業の実施に
向けて、引き続きコスト削減に対する取
組を実施していくこととする。

重要政策推進枠:788
大臣官房
公文書管理課

一般会計

（項）独立行政法人国立公文書
館運営費（大事項）独立行政法
人国立公文書館運営費交付金に
必要な経費

府 21 0162 公開プロセス その他 平成30年度 ○

153
独立行政法人国立公文書館施設整備に必要な
経費

平成30年度 終了予定なし 143 61 40 

本事業は、施設の改修および各種設備の更
新を内容とするものであり、その目的は特
定歴史公文書等の適切な保存にあるとされ
ている。この主張が妥当か否かを判定する
ためには、当該改修・更新が「特定歴史公
文書等の適切な保存」と直接的な関係のあ
ることが説明されていなければならない。
行政事業レビューシートの記述からは、担
当部局の主張の妥当性を検証することは難
しい。

現状通り

外部有識者の所見による改善を行い、引き続
き、効果的･効率的な事業の実施に努めること
とし、効率的に執行した実績を概算要求に反
映させること。

32 3 ▲29 - 現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、当該改修・
更新が「特定歴史公文書等の適切な保
存」と直接的な関係のあることをレ
ビューシートに追記した。また、効果的･
効率的な事業の実施に向けて、引き続き
コスト削減に対する取組を実施していく
こととする。

重要政策推進枠:3
大臣官房
公文書管理課

一般会計

（項）独立行政法人国立公文書
館施設整備費（大事項）独立行
政法人国立公文書館施設整備に
必要な経費

府 21 0163 書面点検 その他 令和4年度 ○

154 拉致被害者等の支援に必要な経費 平成15年度 終了予定なし 393 393 8 

 アクティビティ①②ともに定量的なアウ
トカムがなじまないことは理解するが、定
性的なアウトカムはより具体的にすべき。
例えば、アクティビティ①については自立
支援連絡会議によってどのような成果が得
られたのか等がないと、なぜ「帰国拉致被
害者等の自立・社会適応が促進した状況に
ある」と認められるのかが不明。

現状通り

引き続き、効果的･効率的な事業の実施に努め
ることとし、効率的に執行した実績を概算要
求に反映させること。また、外部有識者の所
見についても検討を行うこと。

403 416 13 - 現状通り

外部有識者からの所見を踏まえ、アク
ティビティ①②の定性的なアウトカムに
ついて具体的な内容を追記。また、今後
も適切な経費の執行に努めつつ、必要な
支援を実施するよう努める。

大臣官房
拉致被害者等支援
担当室

一般会計
（項）内閣本府共通費（大事
項）拉致被害者等の支援に必要
な経費

府 21 0164 書面点検 その他 令和4年度

155
経済財政政策運営の企画立案総合調整に必要
な経費

平成13年度 終了予定なし 15 15 4 

 事業の内容からして、定量的なアウトカ
ムの設定が困難であることは理解する。定
性的なアウトカムに具体的な内容が記載さ
れており、評価できる。

現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

14 14 ▲0 － 現状通り
引き続き、予算を効果的かつ効率的に執
行するために努めてまいる。

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0165 書面点検 その他 令和3年度

156 国際会議等に必要な経費 平成13年度 終了予定なし 120 120 118 

 定量的アウトカム測定が難しいのであれ
ば、別の方法を検討するべきである。①
「国際会議等に必要な経費」、もしこのま
まの事業名で続けるのであれば、どのよう
な国際機関にいくら拠出してきたのか、そ
の金額の経年的な動向を示すべきであろ
う。また、国際会議の種類や会合、それに
出席してきた人数の記録も提示するべきで
あろう。②予算の執行にさいして、円安は
関係ないのだろうか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえて、アウトカムの
設定を適宜見直すこと。

130 130 0 － 現状通り

①拠出金を出している国際機関は経済協
力開発機構（ＯＥＣＤ）のみであり、予
算内訳の（目）経済協力開発機構拠出金
が該当予算となる。目名に拠出している
国際機関名を付けているため、改めて明
示する必要はないと考える。拠出金の金
額の経年的な動向よりも、拠出金を元に
活動が行われているかを把握すること
が、行政事業レビューの趣旨に照らして
より適切と考える。そのため、拠出金関
係の事業の活動指標として政策協議の実
施回数を用いている。また、国際会議の
種類や会合等については、活動内容①の
【定性的なアウトカムに関する成果実
績】の項に記載した。②予算の執行に円
安は大きく関係しているため、予算の効
率的執行に努めてきた。

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0166 書面点検 その他 令和3年度

157 雇用対策の総合的推進に必要な経費 平成20年度 終了予定なし 6 6 4 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

6 6 0 － 現状通り
引き続き、事業の適切な管理、予算の効
果的かつ効率的な執行に努めていく。

令和４年度公開プロセ
ス

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0167 - 令和4年度

158 地域就職氷河期世代支援加速化事業 令和2年度 終了予定なし 3,002 3,002 1,480 

 執行率が低い理由については分析や説明
が必要である。その主たる理由と思われる
未着手自治体の分析も必要ではないか。短
期アウトカム①－1は目標に近づく方向で
着実な成果が現れているようである。長期
アウトカム①－3の自治体のKPI達成割合は
ひとまずよいとしても、重要なのはその内
容の分析（自治体の目標が適切なものであ
るのかなど）や地域特性を踏まえた目標と
なっているか（都市部と農村部の産業構造
の違いなど）、安定的な支援構造を作り出
せているのかなどではないかと思われる。
踏み込んだ議論を期待したい。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえて、予算の効率的
執行及び事業の適切な進捗管理（KPI達成後の
フォローアップ含む）に努めること。

2 1,002 1,000 － 現状通り

未着手自治体の事業への参画を促し、ま
た、予算を効率的に執行する観点から、
複数の自治体が連携した事業の推進の強
化等を図る。
また、KPI設定に関する国の適切な関与を
通じ、地域特性等を踏まえたKPIの設定・
見直しを促し、適切な進捗管理に努め
る。

令和４年度公開プロセ
ス

政策統括官（経済
財政運営担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0167 書面点検 その他 令和4年度

159 子育て世帯等臨時特別支援事業 令和3年度 令和4年度 91,780 1,498,167 1,310,995 

 今後の感染症の蔓延や景気後退の際に同
じスキームが流用される可能性に鑑み、今
後のための論点整理や総括をお願いいたし
たいところ。例えば、何ができたのか、何
ができなかったのか、有効に活用されたり
感謝の声が多かったボリュームゾーンはど
こであったのか、自治体を経由する給付ス
キームの問題点やトラブル・ボトルネック
はなかったか、自治体への支援は適当で
あったかなどが論点の候補となるのではな
いだろうか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえて、当該事業の論
点整理及び総括を行うこと。

- - - － 予定通り終了

これまでの給付金事業のノウハウが各自
治体においても蓄積されてきていること
もあり、迅速に支給ができたものと考え
られる。また、公金受取口座登録法に基
づく特定公的給付制度を活用することで
各自治体間において支給対象者の確認な
どが行え、迅速な支給の一助になったも
の。なお、自治体に対しては、給付に係
る事業費・事務費ともに補助を行い、適
切な支援を行ったもの。

【予備費】
853,995百万円（令和
４年9月20日閣議決
定）

令和4年物価・賃
金・生活総合対策
世帯給付金及び令
和３年経済対策世
帯給付金等事業担
当室

一般会計

（項）子育て世帯等臨時特別支
援事業費（大事項）子育て世帯
等臨時特別支援事業に必要な経
費
（項）生活支援臨時特別事業費
（大事項）生活支援臨時特別事
業に必要な経費

府 21 0168 書面点検 前年度新規 ○

160 中長期の経済運営に必要な経費 平成14年度 終了予定なし 162 162 110 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

156 247 91 － 現状通り
所見を踏まえ、予算の効果的かつ効率的
な執行に努める。

政策統括官（経済
社会システム担
当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0169 - 令和4年度 ○
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161 経済財政政策に関する有識者の見解調査・コ
ンセンサス検討経費

平成24年度 終了予定なし 3 3 2 

 執行残についての説明が必要ではない
か。また、「事業の目的」に、「関連する
調査分析を行う」とあるが、経費は会議謝
金及び旅費・職員派遣旅費のみであるの
で、「関連する調査分析」は行われていな
いようであるが、この点、補足説明が必要
ではないか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえて、予算執行につ
き丁寧な説明に努めること。

3 3 0 － 現状通り

本事業では「新経済・財政再生計画　改
革工程表」を取りまとめるにあたり、有
識者会議を開催し、意見を聴取し、それ
らを踏まえた調査・分析を職員が行って
いる。そのため、会議の開催回数や開催
形式等によって執行額に変動が生じる。

政策統括官（経済
社会システム担
当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0170 書面点検 その他 平成30年度

162 経済財政政策の効果分析 平成12年度 終了予定なし 123 43 55 点検対象外 現状通り
一者応札の現状について、引き続き参入可能
な事業者の事前調査及び参入要件の緩和を検
討するなど、一者応札の是正に努めること。

19 112 93 － 現状通り

一者応札に係わる今後の対処として、十
分な市場価格調査・公告期間の確保、事
前調査を踏まえた分かりやすい仕様書の
作成、履行期間の確保に取り組むことと
する。

政策統括官（経済
財政分析担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0171 - 令和3年度

163 計量分析一般関連業務 平成12年度 終了予定なし 43 70 66 点検対象外 現状通り
引き続き、事業の適切な進捗管理、予算の効
果的かつ効率的な予算執行に努めること。

3 40 37 － 現状通り
今後とも、事業の適切な進捗管理、予算
の効果的かつ効率的な執行に努める。

政策統括官（経済
財政分析担当）

一般会計
（項）経済財政政策費（大事
項）経済財政政策の企画立案等
に必要な経費

府 21 0172 - 令和4年度 ○

164 科学技術・イノベーション政策に係る調査等 平成13年度 終了予定なし 23 23 18 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、適切な執
行に努めること。

24 24 ▲0 - 現状通り
過去の外部有識者の所見等も踏まえ、適
切な執行に努める.。

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計
（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画

府 21 0173 - 令和元年度 ○

165
科学技術・イノベーション活動に係る国際活
動

平成14年度 終了予定なし 25 25 22 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者からの指摘を踏まえ、予算
の適切かつ効率的な執行に努めながら事業を
進めること。

27 27 0 - 現状通り
過去の外部有識者からの指摘等も踏ま
え、予算の適切かつ効率的な執行に努め
ながら事業を進める。

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府 21 0174 - 令和元年度

166 科学技術システム改革の推進 平成18年度 終了予定なし 55 55 39 点検対象外 現状通り

過去の外部有識者の所見を踏まえ、引き続き
事業の有効性・効率性・成果について適切か
つ的確に検証し、予算の効果的かつ効率的な
執行に努めること。

49 69 20 - 現状通り

過去の外部有識者の所見等も踏まえ、引
き続き事業の有効性・効率性・成果につ
いて適切かつ的確に検証し、予算の効果
的かつ効率的な執行に努める。

重要政策推進枠：25
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府 21 0175 - 令和3年度 ○

167 革新的研究開発の推進 平成22年度 終了予定なし 9 9 6 点検対象外 現状通り
引続き、過去の外部有識者の所見を踏まえ、
事業の適切な進捗管理、予算の効率的執行に
努めること。

15 61 46 - 現状通り
引続き、過去の外部有識者の所見等もを
踏まえ、事業の適切な進捗管理、予算の
効率的執行に努める。

重要政策推進枠：47
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府 21 0176 - 令和4年度

168 科学技術政策におけるEBPM等推進事業 平成26年度 終了予定なし 328 203 181 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、引き続
き、事業の適切な進捗管理、予算の効率的執
行に努めること。

239 384 145 - 現状通り
過去の外部有識者の所見等も踏まえ、引
き続き、事業の適切な進捗管理、予算の
効率的執行に努める。

重要政策推進枠：169
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府 21 0177 - 令和2年度 ○

169
政府のイノベーション化の促進に係る調査・
分析

平成元年度 終了予定なし 45 45 37 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、引き続き
効果的・効率的な事業の実施に努めること。

45 45 ▲0 - 現状通り
過去の外部有識者の所見等も踏まえ、引
き続き効果的・効率的な事業の実施に努
める。

重要政策推進枠：3
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府 21 0178 - 令和2年度 ○

170 途上国等における STI for SDGs の推進 令和元年度 令和4年度 92 92 92 点検対象外 現状通り
過去の公開プロセスの議論、外部有識者の所
見を踏まえ、引き続き効果的・効率的な事業
の実施に努めること。

116 116 ▲0 - 現状通り
過去の公開プロセスの議論、外部有識者
の所見等も踏まえ、引き続き効果的・効
率的な事業の実施に努める。

科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の推進
に必要な経費 （大事項）科学

府 21 0179 - 令和3年度 ○

171 大学支援フォーラムPEAKS 令和元年度 終了予定なし 120 120 114 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、引き続き
効果的・効率的な事業の実施に努めること。

120 147 27 - 現状通り
過去の外部有識者の所見等も踏まえ、引
き続き効果的・効率的な事業の実施に努
める。

重要政策推進枠：42
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府 21 0180 - 令和2年度 ○

172 科学技術・イノベーション基本計画に係る調
査等

令和2年度 終了予定なし 82 82 70 点検対象外 事業内容の一部
改善

過去の外部有識者の所見を踏まえ、引き続
き、一者応札の現状について、参入可能な事
業者の事前調査及び参入要件の緩和等を検討
すること。引き続き、事業の適切な進捗管
理、予算の効率的執行に努めるべき。

137 274 137 - 年度内に改善を
検討

過去の外部有識者の所見等も踏まえ、引
き続き、結果として一者応札となってい
る現状の改善方策を検討するとともに、
事業の適切な進捗管理、予算の効率的執
行に努める。

重要政策推進枠：151
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府 21 0181 - 令和3年度 ○

173
安全・安心に関するシンクタンク機能の立上
げ

令和2年度 終了予定なし 352 352 286 点検対象外 現状通り

過去の外部有識者の所見を踏まえ、引き続き
事業の有効性・効率性・成果について適切か
つ的確に検証し、予算の効果的かつ効率的な
執行に努めること。

171 505 334 - 現状通り

過去の外部有識者の所見等も踏まえ、引
き続き事業の有効性・効率性・成果につ
いて適切かつ的確に検証し、予算の効果
的かつ効率的な執行に努める。

重要政策推進枠：351
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の推進
に必要な経費

府 21 0182 - 令和3年度 ○

174 研究インテグリティに関する調査等 令和3年度 終了予定なし 20 20 15 点検対象外 現状通り
過去の外部有識者の所見を踏まえ、適切な目
標の設定を行い、引き続き、事業の適切な進
捗管理、予算の効率的執行に努めること。

20 30 10 - 現状通り

過去の外部有識者の所見等も踏まえ、適
切な目標を設定しつつ引き続き、事業の
適切な進捗管理、予算の効率的執行に努
める。

重要政策推進枠：12
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府 21 0183 - 令和4年度 ○

175
SBIR（Small Business Innovation
Research）制度の抜本拡充

令和4年度 終了予定なし 206,000 170,430 170,430 点検対象外 現状通り
各省における執行について、事業の適切な進
捗管理、予算の効率的かつ効果的な執行に努
めること。

- - - - 現状通り
事業の適切な進捗管理、予算の効率的か
つ効果的な執行に努める。

R4年度新規事業補正
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）中小企業イノベーション
創出推進費（大事項）中小企業
のイノベーション創出推進に必
要な経費

府
新
22

0013 - 　

176 国立研究開発法人日本医療研究開発機構出資
に必要な経費

平成28年度 令和27年度 132,448/148,000残高 ― ―

本事業はAMEDに対する補正予算だが、その
規模は380億円と巨額である。AMEDの令和4
年度の運営費交付金は1261億円であること
を踏まえれば一時的な経費の比率としては
過大ではなかったか、十分に制御できてい
たのかという点等が懸念される。個々の研
究案件の審査・執行・評価管理を厳格に行
うためには相応の人員体制が必要であり、
それが一時的なものとなれば、自律的な法
人経営への副作用も懸念される。国立研究
開発法人が国とは別の法人格を持つ存在で
あることを前提に、また今後の安定的な事
業展開を念頭に置きつつ、今回の予算措置
にかかる課題やボトルネックについて、精
査をしていただきたい。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、適切な執行管理
を行うとともに、引き続き、当業務を通じて
得られた知見を基に、AMEDが適切に民間企業
等に支出・回収するよう事業管理に努め、効
果的･効率的な予算要求及び予算執行を行うこ
と。

- - - - 現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、適切な執行
管理を行うとともに、当業務を通じて得
られた知見も基に、引き続き、本事業に
おいてAMEDが適切に支出・回収を行うよ
う事業管理に努める。

出資金事業
日本医療研究開発
機構担当室

一般会計

（項）国立研究開発法人日本医
療研究開発機構出資（大事項）
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構出資に必要な経費

府 21 0184 書面点検 その他 平成30年度

177
健康・医療分野におけるムーンショット型研
究開発等事業

平成元年度 令和8年度 8,000 8,000 8,000 点検対象外 現状通り

当業務を通じて得られた知見を基に、AMEDが
適切に民間企業等に支出・回収するよう事業
管理に努め、効果的･効率的な予算要求及び予
算執行を行うこと。

- 1,000 1,000 - 現状通り
所見の通り、適切な事業管理に努め、効
果的・効率的な予算要求及び予算執行を
行うこととする。

重要政策推進枠：
1,000

日本医療研究開発
機構担当室

一般会計
（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）研究開
発の推進に必要な経費

府 21 0185 - 令和2年度 ○

178 ワクチン・新規モダリティ研究開発事業 令和3年度 令和8年度 0/150,400残高 ― －

 本事業は極めて重要な問題提起を含む
が、厚生労働省との役割分担や内閣府とし
て取り組む事業の特長については「現状・
課題」に丁寧に説明していただいた方がよ
いのではないか。また、中長期的に安定的
な国内のワクチン開発体制や感染症蔓延時
のワクチン増産体制を再構築していくこと
が重要という観点からは、「点検結果」や
「改善の方向性」にこのために必要な課題
等も整理しておいていただいた方がよいの
ではないか。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、適切な説明を追
記いただき、引き続き効果的･効率的な事業の
実施、予算の適切かつ効率的な執行に努める
こと。

- - - - 現状通り

外部有識者の所見について、令和３年度
に閣議決定されたワクチン開発・生産体
制強化戦略に基づき、基礎研究、研究開
発、実証（大規模臨床試験）、製造など
の各領域に応じて、厚生労働省をはじめ
とする関係各省と担当領域を決めている
ところである。
次年度以降のレビュー作成ではこの点を
より理解できるように作成するよう努め
る。また、安定的な開発体制の構築、増
産を含む供給に係る課題についても、本
事業をはじめとするワクチン開発・生産
体制強化戦略及の関係事業の点検を通じ
て、今後、整理させていただきたい。

基金事業
日本医療研究開発
機構担当室

一般会計
（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）研究開
発の推進に必要な経費

府 21 0186 書面点検 前年度新規 ○

179 健康・医療戦略の推進に必要な経費 令和3年度 終了予定なし 35 35 34 

本事業では、①世界最高水準の技術を用い
た医療の提供や、②経済成長への寄与が目
的として掲げられている。すなわちアウト
カムは、①世界最高水準の技術を用いた医
療の提供の件数や、②経済成長への寄与度
となる。ただし、具体的な事業内容（＝ア
ウトプット）は、「調査実施件数」とされ
ている。①世界最高水準の技術を用いた医
療の提供の件数や、②経済成長への寄与度
と「調査実施件数」は因果関係では結べな
いし、アウトカムとアウトプットの間には
大きな距離がある。以上を踏まえれば、ま
ずはこれらを結びつける筋道（ロジックモ
デル）の整理を行った方がよいのではない
か。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、事業の適切な進
捗管理、予算の効率的執行に努めること。

35 63 28 - 現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、ロジックモ
デルの整理について検討するとともに、
事業の適切な進捗管理、予算の効率的執
行に努める。

重要政策推進枠：18
健康・医療戦略推
進事務局

一般会計
（項）健康・医療戦略推進事務
局（大事項）健康・医療戦略の
推進等に必要な経費

府 21 0187 書面点検 その他 令和4年度

180 災害対策本部予備施設等の改修に要する経費 平成26年度 終了予定なし 604 11 10 点検対象外 現状通り

過去の外部有識者の所見も踏まえつつ、引き
続き、目的に適う改修工事であるか、事業の
適切な進捗管理、予算の適切かつ効率的な執
行に努めること。

- 68 68 - 現状通り

引き続き、目的に適う改修工事であるか
を精査し、事業の適切な進捗管理、予算
の適切かつ効率的な執行に努めていく。 重要政策推進枠：68

政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）内閣本府施設費（大事
項）内閣本府施設整備に必要な
経費

府 21 0188 - 令和4年度

181
中央防災無線網の施設整備及び管理に要する
経費

平成12年度 終了予定なし 1,077 1,070 1,065 点検対象外 現状通り

過去の外部有識者の所見を踏まえ、引き続
き、中央防災無線網を利用する各機関と緊密
に連携し、適切かつ効果的・効率的な運用管
理に努めること。

935 1,150 215 - 現状通り

・会議や訓練等で各機関との連携を深
め、迅速な障害復旧及び災害対応時の円
滑な運用に努めている。
・関係機関との通信体制確保のため、特
に、整備から年数が経過した中央防災無
線網設備の効率的、効果的な更新を計画
的に進める。

重要政策推進枠：357
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 0189 - 令和元年度

182 総合防災訓練大綱に基づく総合防災訓練に係
る経費

平成26年度 終了予定なし 80 80 61 

 予算の執行率が前年度に比べて低いが、
活動内容及び目標は十分なものなのか。防
災訓練は必要不可欠なものではあるが、予
算と執行の乖離の要因を分析したうえで、
予算の縮減を図る必要はないか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、事業の適切な進
捗管理を行うとともに、効果的・効率的な事
業の実施に努めること。

78 100 23 - 現状通り

令和４年度の訓練については、予定どお
り実施した。また、さらなる訓練効果の
向上を目指し、訓練情報等をデジタル化
し各省庁等と共有して、訓練の前後で学
習などするためのプラットホーム作成の
調達手続きを行ったが、応札者が無かっ
たところである。引き続き、事業の適切
な進捗管理を行うとともに、効果的・効
率的な事業の実施に努める。なお、プ
ラットホーム作成については、再度調達
手続きを行い、令和５年４月に契約済み
である。

重要政策推進枠：35
政策統括官（防災
担当）

一般会計
（項）防災政策費（大事項）防
災基本政策の企画立案等に必要
な経費

府 21 - 0190 - 書面点検 その他 令和2年度

183 栄典事務の適切な遂行に必要な経費
昭和元年度以
前

終了予定なし 2,742 2,742 2,741 

 この制度は重要なので、戦略的に数字を
使うべき。①生前に叙勲された人と亡く
なって叙勲された人の比率、②購入計画上
の金額と実際金額差の％（＋と－）の経年
変化、③叙勲者の年齢の経年変化公表、④
各叙勲（4000と3600）の人数における官
界、政界、それ以外の区別の経年変化、⑤
行政相談員（総務省）などの無給のボラン
ティアの800人における比率、⑥叙勲辞退
者の％の経年比較など。

現状通り
外部有識者の所見を参考に、引き続き予算の
効率的執行に努め、執行実績や執行見込を適
切に概算要求に反映させること。

2,741 2,740 ▲1 - 現状通り

外部有識者の所見を参考に、栄典制度の
運用や勲章等の管理、予算の執行管理等
を適切に行い、概算要求にも反映させ
る。

賞勲局 一般会計
（項）栄典行政費（大事項）栄
典事務の適切な遂行に必要な経
費

府 21 - 0192 - 書面点検 その他 令和3年度

184 食品安全確保総合調査費 平成15年度 終了予定なし 60 60 44 点検対象外 現状通り

一者応札となった要因を検証し、競争性が確
保されるよう事業の実施に努めること。不用
額が生じていることを踏まえ、執行実績を適
切に概算要求に反映させること。

49 89 40 - 現状通り

事業を実施する際には、新規の応札者の
開拓に資するよう調達の仕様のさらなる
検討を行うとともに、引き続きSNSやホー
ムページ等を活用し、応札者の増加に向
けて取り組む。また、外部専門家を含む
「研究・調査企画会議」による意見も踏
まえ、適切な事業実施に努める。

食品安全委員会 一般会計
（項）食品安全政策費（大事
項）食品安全の確保に必要な経
費

府 21 - 0193 - - 令和4年度 ○
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185 食品安全行政の充実・強化経費 平成15年度 終了予定なし 67 44 24 

 目標値はほぼ達成しているが、予算の執
行率が低い。活動内容及び目標が十分なも
のなのか、予算の縮減を図るべきなのか、
予算と執行の乖離の要因を分析する必要が
あるのではないか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、予算と執行の乖
離の要因を明確にしたうえで、執行実績を適
切に概算要求に反映させること

45 45 0 - 現状通り

昨年度は新型コロナウイルス感染症の影
響を受け、国際学会や国際機関等との連
絡会議がWeb対応となったこと等から不用
額が大きくなった。本年度より、国際学
会等への対面での出席が再開しているこ
とも踏まえ、国際機関等とのより綿密な
連携強化を図っていくため、令和6年度の
執行見込みも勘案して予算要求を行っ
た。引き続き事業の実施及び適正な進捗
の管理、効率的かつ適正な予算の執行に
努める。

食品安全委員会 一般会計
（項）食品安全政策費（大事
項）食品安全の確保に必要な経
費

府 21 - 0194 - 書面点検 その他 平成30年度

186 迎賓館施設整備に必要な経費 昭和54年度 終了予定なし 1,304 1,925 1,854 

 事業の目的が「迎賓館の機能維持」であ
るため、プラスの成果はなくマイナスにな
らないことが成果であると考えると、定量
的な効果は得られにくく、アウトカムが定
性的であることはやむを得ない。

現状通り
外部有識者の所見を参考に、引き続き予算の
効率的執行に努め、執行実績や執行見込を適
切に概算要求に反映させること。

1,172 1,544 372 - 現状通り

引き続き、迎賓施設としての機能維持の
ため国公賓客等の接遇及び一般公開等の
実施に伴う支障がないように中長期計画
に基づき順次施設の改修、整備を進める
とともに予算の効率的かつ適正な執行に
努める。

迎賓館 一般会計
（項）内閣本府施設費（大事
項）内閣本府施設整備に必要な
経費

府 21 - 0195 - 書面点検 その他 令和元年度

187 クールジャパン戦略推進経費 平成27年度 終了予定なし 66 66 48 点検対象外 現状通り
事業の有効性・効果について適切に検証する
とともに、予算の効率的執行に努め、執行実
績を適切に概算要求に反映させること。

69 127 58 - 現状通り

事業の有効性・効果について適切に検証
してまいりたい。また、予算の効率的執
行に努め、執行実績を適切に概算要求に
反映させるとともに、2025年大阪・関西
万博に向けてCJ戦略をより推進できるよ
う、日本の魅力の磨き上げや発信力の強
化を目的とした取組に係る予算等を概算
要求している。

知的財産戦略推進
事務局

一般会計
（項）知的財産戦略推進事務局
（大事項）知的財産戦略推進事
務局の運営に必要な経費

府 21 - 0196 - - 令和4年度

188 北方地域旧漁業権者等貸付事業 昭和36年度 終了予定なし 156 156 128 点検対象外 現状通り

事業の有効性・効果について適切に検証し、
効果的な補助金等活用のためのフォローアッ
プを行い、予算の効率的執行に努め、執行実
績を適切に概算要求に反映させること。

157 136 ▲21 - 現状通り
引き続き適正な予算の執行、事業成果の
検証等に努める。

北方対策本部 一般会計
（項）北方対策本部（大事項）
北方領土問題対策に必要な経費 府 21 0197 - 令和4年度 ○

189
独立行政法人北方領土問題対策協会運営費交
付金

平成15年度 終了予定なし 1,343 1,343 1,343 点検対象外 現状通り
効果的な補助金等活用のためのフォローアッ
プを行い、予算の効率的執行に努め、執行実
績を適切に概算要求に反映させること。

1,332 1,620 289 - 現状通り
引き続き適正な予算の執行、事業成果の
検証等に努める。

北方対策本部 一般会計

（項）独立行政法人北方領土問
題対策協会運営費（大事項）独
立行政法人北方領土問題対策協
会運営費交付金に必要な経費

府 21 0198 - 令和4年度 ○

新23-009
生命倫理に関する諸外国の検討状況等に係る
調査等

令和5年度 終了予定なし － － － 点検対象外 - 25 - ▲25 - -
科学技術・イノ
ベーション推進事
務局

一般会計

（項）科学技術・イノベーショ
ン推進事務局（大事項）科学技
術・イノベーション政策の企画
立案等に必要な経費

府
新
23

0016 - ○

- 

- 

517,125 576,995 59,870 

10,500 15,268 4,769 

55,038 63,081 8,042 

1,890 1,919 29 

572,164 651,156 78,992 

12,390 17,188 4,798 

注１．　該当がない場合は「－」を記載し、負の数値を記載する場合は「▲」を使用する。

注２．「執行可能額」とは、補正後予算額から繰越額、移流用額、予備費等を加除した計数である。

注３．「行政事業レビュー推進チームの所見」の「評価結果」欄の各判定の考え方はそれぞれ次のとおりである。

「廃止」：「事業目的に重大な問題がある」、「地方自治体や民間等に委ねるべき」、「効果が見込めない事業内容や実施方法となっている」などの状況にあり、事業の存続自体に問題があると考えられる場合

「事業全体の抜本的な改善」：事業の存続自体を問題とするまでには至らないが、事業全体として「事業内容が事業目的の達成手段として有効でない」、「資金が効率的に使われていない」、「効果が薄い」など、十分に効果的・効率的な事業となっておらず、事業内容を大幅かつ抜本的に見直すべきと考えられる場合

「事業内容の一部改善」：より効果的・効率的な事業とするため、事業の中の一部のメニューの改廃、事業実施方法や執行方法の一部の改善等によって、事業内容の一部を見直すべきと考えられる場合

「終了予定」：令和４年度終了事業や令和５年度終了予定事業など令和５年度のレビューを実施する前に令和６年度予算概算要求を行わないことが決まっていた事業

注４．「反映内容」欄の各判定の考え方については、次のとおりである。

　　　　「廃止」：令和５年度の点検の結果、事業を廃止し令和６年度予算概算要求において予算要求を行わないもの（前年度終了事業等は含まない。）

　　　　「縮減」：令和５年度の点検の結果、見直しが行われ令和６年度予算概算要求において何らかの削減を行うもの（事業の見直しを行い、部分的に予算の縮減を行うものの、事業全体としては概算要求額が増加する場合も含む。）

　　　　「執行等改善」：令和５年度の点検の結果、令和６年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、明確な廃止年限の設定や執行等の改善を行うもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものに限る。）

　　　　「年度内に改善を検討」：令和５年度の点検の結果、令和６年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、令和４年度末までに執行等の改善を検討しているもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものは含まない。）

　　　　「予定通り終了」：前年度終了事業等であって、予定通り事業を終了し令和６年度予算概算要求において予算要求しないもの。

　　　　「現状通り」：令和５年度の点検の結果、令和６年度予算概算要求の金額に反映すべき点及び執行等で改善すべき点がないもの（廃止、縮減、執行等改善、年度内に改善を検討及び予定通り終了以外のもの）

注５．予備費を使用した場合は「備考」欄にその旨を記載するとともに、金額と支出が決定した閣議決定日を記載すること。

エネルギー対策特別会計電源促進勘定

エネルギー対策特別会計電源促進勘定

合　　　　　計

一般会計

行政事業レビュー対象外　計

一般会計

一般会計

エネルギー対策特別会計電源促進勘定行政事業レビュー対象　計


	（様式1）令和4年度実施事業及び令和5年度新規事業

